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文 教 民 生 委 員 会 ・ 分 科 会 次 第 

 

         日時：2022年 12月 19日（月）９:30 ～ 

場所：第２委員会室  

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（1）付託・分担案件の審査（別紙：議案付託表・分科会分担表）     

  ア 委員会審査 

  イ 分科会審査 

 

（2）請願・陳情の審査 

  請願第３号 消費者被害を防止、救済するため、特定商取引法の抜本的な

法改正を求める意見書を政府等に提出することを求める件 

 

（3）意見・要望のまとめ 

  ア 委員会意見・要望のまとめ 

  イ 分科会意見・要望のまとめ 

 

（4）閉会中の継続調査（審査）の申し出について 

 

（5）その他  

 

４ 報告事項 

（1）とよおか健康ぷらん 21（第２次）の中間評価等について（健康福祉部 健

康増進課） 

(2) 東大谷野外活動施設の取扱いについて（地域ｺﾐｭﾆﾃｨ振興部 生涯学習課） 

(3) 但東健康増進センターの指定管理について（健康福祉部 高年介護課） 

 

 

５ 閉  会 



令和４年第６回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

 

【文教民生委員会】 

  第100号議案 工事請負契約の締結について 

  第101号議案 豊岡市立神美台スポーツ公園の指定管理者の指定について 

  第102号議案 豊岡市立城崎健康福祉センター及び豊岡市立但東健康福祉センタ

ーの指定管理者の指定期間変更について 

  第103号議案 豊岡市立竹野健康福祉センターの指定管理者の指定期間変更につ

いて 

  第104号議案 豊岡市立豊岡健康福祉センター、豊岡市立日高健康福祉センター

及び豊岡市立出石健康福祉センターの指定管理者の指定について 

  第105号議案 北但広域療育センターの指定管理者の指定について 

  第106号議案 豊岡市立長寿園の指定管理者の指定期間変更について 

  第124号議案 豊岡市立心身障害者小規模通所作業所の設置及び管理に関する条

例を廃止する条例制定について 

  第126号議案 豊岡市立小学校及び中学校の設置に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

  第127号議案 豊岡市立幼稚園の設置に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

  第128号議案 豊岡市立放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

  第129号議案 豊岡市立認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  第130号議案 豊岡市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定につい

て 

  第132号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第３号） 

  第133号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予

算（第２号） 

  第134号議案 令和４年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２

号） 

  第135号議案 令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

  第136号議案 令和４年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第３号） 

   

 



 

 

第143号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第４号） 

第144号議案 令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予 

算（第３号） 

  第145号議案 令和４年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号） 

  第146号議案 令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

  第147号議案 令和４年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第４号） 

 

 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第131号議案 令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第８号） 

  第142号議案 令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第９号） 
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午前９時２５分 委員会開会 

○委員長（岡本 昭治） 皆さん、おはようございま

す。大変お疲れのところ、ご苦労さまです。 

 それでは、ただいまから文教民生委員会を開会い

たします。 

 １２月議会ということで、私たちも今日、初めて

の議案の審議ということになります。今日は午前中、

午後とかけてたくさんの議案の審議をしていただ

くことになりますので、慎重審議の上、なおかつご

質問等につきましては簡潔に申していただくよう

に、よろしくお願いしておきたいと思います。それ

では、よろしくお願いいたします。 

 なお、今日は当局から、文化・スポーツ振興課、

大岸参事、健康増進課、村尾参事の欠席の申出があ

り、許可しておりますのでご了承願います。 

 また、当局から説明補助員として、文化・スポー

ツ振興課、中村課長補佐を出席させたいとの申出が

あり、許可しておりますので、ご了承願います。 

 一般会計に関する予算関係審議につきましては、

予算決算委員会に付託され、当委員会は、文教民生

分科会として担当部分の審査を分担することにな

ります。したがいまして、議事の進行は、委員会と

分科会と適宜切り替えて行いますので、ご協力お願

いいたします。 

 それでは、協議事項に入らせていただきます。 

 協議事項１番、付託・分担案件の審査に入ります。 

 審査日程ですが、まず、委員会付託された議案の

うち第１３０号議案までの説明、質疑、討論、表決

を行い、次に、分科会に分担された議案２件につい

て説明、質疑、討論、表決を行います。その後、１

３５号議案からの委員会審査を行います。次に、報

告事項をはさみ、請願・陳情の審査を行い、委員の

みで委員会及び分科会意見、要望等の取りまとめを

行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、必

ず課名、名字をお願いいたします。 

 それでは、まず、第１００号議案、工事請負契約

の締結についてほか１件を一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） それでは、

３９ページをお開きください。第１００号議案でご

ざいます。工事請負契約の締結についてでございま

す。 

 総合体育館長寿命化改修建築工事につきまして、

市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例の規定により、議会の議決を求め

るものです。 

 契約の目的は、豊岡市立総合体育館長寿命化改修

建築工事、契約の方法は、指名競争入札、そして契

約金額につきましては、３億７，１８０万円です。

あとは記載のとおりでございます。 

 なお、工事概要につきましては、次のページに添

付しておりますので、ご清覧をください。 

 続きまして、１０１号議案でございます。４３ペ

ージでございます。よろしいでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 豊岡市立

神美台スポーツ公園の指定管理者の指定について

ご説明いたします。 

 本案は、豊岡市立神美台スポーツ公園について、

指定管理者を指定し、期間を定めて管理を行わせよ

うとするもので、地方自治法の規定により議会の議

決を求めるものです。 

 指定管理者の指定につきましては、引き続いて現

管理者である神美台管理組合を指定しようとする

ものです。指定期間は、令和５年４月１日から５年

間としております。 

 なお、公の施設の概要等、次のページの４５ペー

ジに添付しておりますので、ご清覧をよろしくお願

いいたします。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点かお尋ねします。 

 １００号議案のほうです。総合体育館長寿命化改

修工事の件なんですけど、この指名競争入札、何社

で入札があったかということと、ほんで、対象営業

者は豊岡市内に何社おられるか、何社ぐらいあるか

ということ、以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 出ますか。 

 文化・スポーツ振興課。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） すみませ

ん、後ほどお時間をいただきまして、ちょっと回答

させていただきたいと思いますんで、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（岡本 昭治） それでよろしいですかね、

ご理解くださいね。 

○委員（西田  真） はい、いいですよ、全然。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかに質疑ありません

か。 

 それでは、質疑がないようですので、討論はあり

ませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、報告があってからに

ちょっと決裁をしていただきたいんですけど。 

○委員長（岡本 昭治） あっ、そうですか。それ準

備……。 

○委員（西田  真） 委員長、この議案をちょっと

先延ばしにしていただいて、資料が出てきてから、

また戻っていただくということにはできませんで

しょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 内容についてですかね。 

○委員（西田  真） そうですね、答弁があってか

ら決裁をしていただきたいなと思うんですけど。ほ

んで、この議案をちょっと先送りしてもらったらど

うかなと思うんですけど。 

○委員長（岡本 昭治） ちょっと暫時休憩します。 

午前９時３３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３３分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは再開いたします。 

 質疑の中ではいろいろお話がありましたけど、そ

の資料が出た後ということで、第１００号議案につ

いては、後に審議をさせていただきたいと思います。 

 それで、第１０１号議案について、どうでしょう

か。 

 はい。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 失礼しま

した。ちょっと回答が全て満足いくものができるか

どうか分かりませんけども、先ほどの長寿命化改修

建築工事なんですけども、西田委員のほうからご質

問のありました入札の参加業者なんですけども、全

部で１２社を呼びかけみたいなことになっており

まして、そのうち９社から応札がございまして、３

社は辞退というようなことでございました。  

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 この参加業者１２社で９社応札、３社辞退という

ことですけど、この金額に対する参加資格がある業

者が１２社ということでよろしいんでしょうか。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） はい。 

○委員（西田  真） 了解です。 

 落札率、何％になるんでしょうかね。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ８０．４

５％ぐらいだというふうに思います。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか、西田委員。 

○委員（西田  真） はい、これで結構です。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、討論に移らせて

いただいてよろしいでしょうか。 

○委員（西田  真） はい、いいです。 

○委員長（岡本 昭治） なら、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第１００号議案及び第１０１号議

案は、原案どおり可決すべきものと決定してご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１００号議案及び第１０１号議案は、いず

れも原案どおり可決すべきものと決定しました。 

 次に移ります。次に、第１０２号議案、豊岡市立
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城崎健康福祉センター及び豊岡市立但東健康福祉

センターの指定管理者の指定期間変更についてほ

か３件を一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） それでは、議案書の

４７ページをご覧ください。第１０２号議案、豊岡

市立城崎健康福祉センター及び豊岡市立但東健康

福祉センターの指定管理者の指定期間変更につい

てご説明いたします。 

 この２つの健康福祉センターについては、指定期

間は今年度末で終了しますが、建物の継続使用も含

め、有効な活用策を引き続き検討していくこととし

ているため、指定期間の末日を令和５年３月３１日

から２年延長し、令和７年３月３１日までとするも

のでございます。 

 なお、公の施設の概要等を４９、５０ページに添

付しておりますので、ご清覧ください。 

 次に、議案書の５１ページをご覧ください。第１

０３号議案、豊岡市立竹野健康福祉センターの指定

管理の指定期間変更についてご説明いたします。 

 こちらの健康福祉センターについても、先ほどの

センターと同じく、建物の継続使用も含め、有効な

活用策を引き続き検討していくこととしていくた

め、指定期間の末日を令和５年３月３１日から２年

延長し、令和７年３月３１日までとするものです。 

 なお、公の施設の概要欄等を５３ページに添付し

ておりますので、ご清覧ください。 

 次に、議案書の５５ページをご覧ください。第１

０４号案、豊岡市立豊岡健康福祉センター、豊岡市

立日高健康福祉センター及び豊岡市立出石健康福

祉センターの指定管理者の指定については、引き続

き現管理者である社会福祉法人豊岡市社会福祉協

議会を指定しようとするものでございます。指定期

間は、令和５年４月１日から５年間としています。 

 なお、公の施設の概要等を５７、５８ページに添

付しておりますので、ご清覧ください。 

 引き続きまして、議案書の５９ページをご覧くだ

さい。第１０５議案、北但広域療育センターの指定

管理者の指定については、引き続き現管理者である

社会福祉法人神戸聖隷福祉事業団を指定しようと

するものでございます。指定管理期間は、令和５年

４月１日から５年間としております。 

 なお、公の施設の概要等を６１、６２ページに添

付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 今、説明がありましたことに対して質疑はありま

せんか。 

○委員（西田  真） １点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） はい、西田委員。 

○委員（西田  真） １０２号と１０３号議案なん

ですけど、ここは指定期間が２年間ということで、

空き室が多いから、ちょっとこの２年間で様子を見

たり、空き室が埋まるようなことで検討をして見て

いきたいということなんですけど、どれぐらいな使

用頻度と、どれぐらいな部屋数があって、どれぐら

い使われておるかいうのをちょっと確認をさせて

ください。 

○委員長（岡本 昭治） 資料出ますか。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） しばらくお待ちくだ

さい。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

 出そうですか。いいですか。 

 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 空き室でございます

けれども、城崎健康福祉センターについては７室で

ございます。それから、竹野健康福祉センターにつ

いては１１でございます。 

○委員長（岡本 昭治） もう一つ。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 申し訳ございません。

但東につきましては、空き室は２つでございます。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいでしょうか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 全体で何室あって、空き室が

何室かという格好でちょっと質問して回答いただ

いたんですけど、今、空き室だけ言われましたです

ね。何室あって、城崎は７つ、但東は２つ、竹野が
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１１ということですけど、全体は何ぼあって、そう

いう感じなんですかね。 

 そして、使用団体はどれぐらいあるんですかね。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 申し訳ございません。

ちょっと準備ができてございませんでした。申し訳

ございません。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員、大変申し訳ない

んですけど、後から資料ということでよろしいでし

ょうか。 

○委員（西田  真） そしたら、もう１点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） はい、西田委員。 

○委員（西田  真） この空き室を埋めるような、

どういいますのん、募集とか、今後どういうふうな

感じでこの空き室を埋めようとされているんか、そ

の辺ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 現在検討しておりま

すが、空き室につきましては、以前、広報とかそう

いったものでしておりますけれども、なかなか埋ま

らないというようなことで、ここに関しましては、

有効な活用策につきまして、地域振興局と一体とな

ってちょっと考えているようなところでございま

す。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） そういう格好でいろいろと社

会福祉課、振興局ですか、その辺で空き室が埋まる

ような募集とかいろんな対策をこれからも講じて

いかれるんでしょうけど、この２年間でそういうの

が埋まらなければ、ここはもう廃止というお考えな

んでしょうか、どうでしょう。 

○委員長（岡本 昭治） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 仮にここが全くその

２年間、議論を進めてきて有効な策が何もないとい

うことになった場合には、所要の手続を踏まえなが

ら進めていくことになると思います。 

 それで、条例自体は廃止になると思いますし、そ

の後は除却ということになろうかと思います。 

 それともう１点、先ほどの質問の中で、それぞれ

の健康福祉センターの空き部屋の部屋数を伝えさ

せていただきましたけども、全くの空き部屋という

わけではなくて、市民健診等があれば当然それは使

いますし、それからあと、区長会連合会の大きい会

議であるとか、あるいは介護保険のほうのケア会議

であるとか、そういった使い方もしています。ただ、

現在、それは臨時的な使い方で、本当に恒常的な使

い方をして、空き室としての数を先ほど申し上げま

したので、ちょっとそこはご理解いただけたらなと

思います。以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、以上です、結構です。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

 それでは、その他の方、質疑ありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、簡単な質問です

けども、５８ページの北但広域療育センターは、豊

岡病院の横にあるあそこの施設だと思うんですけ

れども、それと奈佐事業所というのは放課後デイの

ことでしょうか。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） しばらくお待ちくだ

さい。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 放課後等デイサービ

スでございます。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（岡本 昭治） 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） 北但広域療育センターの指定

についてお尋ねいたします。 

 こちら、デイサービスのほうが稼働率１００％に

至っていないということで、何年来かそういった利

用率が低い状態というふうに利用者等から聞いて

おるんですけども、今回の指定延長に関しまして、

神戸の聖隷福祉事業団のほうから、特段要望ですと

か、今後の対応策について、何かご協議をされてお

ったらお聞かせください。 

○委員長（岡本 昭治） 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 北但広域療育センタ
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ーの施設長だとかそういった方で、今、そのような、

なかなか利用率が上がってないところについては、

相談だとか、そういったことをさせていただいてお

ります。 

○委員長（岡本 昭治） 小森委員、どうですか、今

の回答。 

○委員（小森 弘詞） すみません、利用率じゃなく

て、稼働率が１００％まで受入れができてないとい

う状況を聞いてるんですけども、その対応っていう

のはいかがでしょう。 

○委員長（岡本 昭治） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 放課後等デイサービ

スのことだと思うんですけれども、当然その登録者

のほうについては１００％、そこは確保できてます。

ただ、どうしても当日になると欠席される場合が多

いんです。ていうのは、やっぱり体調不良であると

か、そういったことが突然出てきますので、あるい

は保護者の方が用事があるとかいうことで、どうし

ても稼働率１００％ではなくて、稼働率が６割とか

７割になってしまうという、そういう実態がありま

すので、そこはちょっとご理解いただけたらなと思

います。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 小森委員、よろしいですか。 

○委員（小森 弘詞） はい、ありがとうございます。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。第１０２号議案から１０５号

議案は、原案どおり可決すべきものと決定してご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０２号議案から１０５号議案は、いずれも

原案どおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、第１０６号議案、豊岡市立長寿園の指定管

理者の指定期間変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、６３ペー

ジをご覧ください。第１０６号議案、豊岡市立長寿

園の指定管理者の指定期間変更についてご説明い

たします。 

 長寿園の指定期間は今年度末で終了しますが、昨

年度廃止しました浴室や、稼働率の低い貸室等の有

効活用を検討することとしていることから、指定期

間の末日を令和５年３月３１日から２年延長し、令

和７年３月３１日までとするものであります。 

 なお、施設の概要等は６５ページに添付しており

ますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） この長寿園のところについて

は、今、結構お風呂がなくなっても、送り迎えをし

ていただけるところということで、普通のデイサー

ビスに行けないような高齢者が、すごく楽しみにし

てらっしゃるような感じを見受けるんですけれど

も、その方たちの利用だけではもうやっていけない

方向性があるということなんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それはデイサービス、

お風呂のみなんですかね、デイサービス事業のこと

ですか。（「生きがいデイサービス」と呼ぶ者あり） 

 生きがいデイサービスは今までどおりやってお

りますので、はい。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その生きがいデイサービスを

やってらっしゃっても、稼働率が結構、部屋的には

少ないから稼働率が悪いということなんでしょう

か。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） すみません、６５ペ

ージの１の公の施設の概要等の（４）の施設の概要

等の施設内容をご覧ください。その欄に第１から第

３教養室兼娯楽室、休養室とあります。特に２階で
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ありますが、この２階につきまして、第２教養室と

休養室は和室であるために、高齢者の方は足腰が悪

い方が多く、椅子を使用する第１、第３教養室に比

べて稼働率が低いので、その部屋についても有効利

用したいと考えております。 

 また、お風呂につきましても、もう廃止をしてお

りますので、全般的に変更しなければなりませんの

で、このことも考えながら２年間延長するというも

のであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） この２年延長の後のことも考

えておられるんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） まず、１年目で有効

活用の検討を行いまして、２年目で修繕工事等を考

えております。そうしますと、有効利用ができると

いう考え方をしておりますので、またその後は、ま

だ同じように指定管理のほうを考えております。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ぜひ有効活用を探っていただ

いて、続きますようによろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかの方で、質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は原案どおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。よっ

て、第１０６号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 それでは第１２４号議案、豊岡市立心身障害者小

規模通所作業所の設置及び管理に関する条例を廃

止する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） それでは、議案書の

２１３ページをご覧ください。第１２４号議案、豊

岡市立心身障害者小規模通所作業所の設置及び管

理に関する条例を廃止する条例制定についてご説

明いたします。 

 当該作業所は、設置から２１年が経過し、この間、

市内に同様のサービスを提供する施設が数多く開

設されたことから、市が先導的に施設を運営する役

割を終えたと判断し、令和５年３月３１日をもって

当該条例を廃止するものでございます。 

 なお、現在の指定管理者である社会福祉法人とよ

おか福祉会に建物を無償で、また土地を有償で貸し

付け、就労継続支援Ｂ型事業所なかよし園の運営を

継続していただくこととしております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そのなかよし園には、現在通

所しておられる方は何人ぐらいいらっしゃるんで

しょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 利用者が、今、１４

名ということになっております。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） その１４名の方、受入れ人数

は大体、それ、いっぱいいっぱいだったら何人ぐら

いになるんですか。 

○委員長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 定員は２０名でござ

います。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 周りにいろいろできてても、

すごいここは頼りにされてるとこですので、ぜひ引

き続き、とよおか福祉会のほうがされるということ

でありますので、いろんな補助をしていただいて、

そこら辺はよろしくお願いいたします。要望です。 
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○委員長（岡本 昭治） その他の質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１２４号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１２６号議案、豊岡市立小学校及び中学

校の設置に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） ２２３ページをご覧

ください。２２３ページです。第１２６号議案、豊

岡市立小学校及び中学校の設置に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてご説明いたしま

す。 

 本案は、日高小学校及び静修小学校の統合並びに

合橋小学校及び高橋小学校の統合に伴い、小学校の

設置に関する規定の整備を行おうとするものでご

ざいます。 

 ２２６ページをご覧ください。条例案要綱により

ご説明いたします。 

 改正の内容です。静修小学校及び高橋小学校を廃

止することに伴いまして、別表を改めるものでござ

います。 

 なお、附則で、この条例は令和５年４月１日から

施行することと、豊岡市立学校施設の使用料の徴収

に関する条例について、所要の規定の整理を行おう

とするものでございます。 

 ２２７ページから２２８ページに新旧対照表を

添付しておりますので、ご清覧をください。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） １点だけちょっと確認をさせ

てください。 

 静修小学校と高橋小学校の廃止を受けて、その後

の利活用はどういう感じで今は計画されているの

か教えてください。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 利活用につきまして

は、まずは、庁内利用の有無を確認しておりまして、

庁内利用の状況がないということですので、引き続

き、サウンディング調査を行いまして、その後、も

し利活用の提案ありましたらプロポーザルで公募

をさせていただいて、業者があれば決まるというこ

とですし、その条件の中で地域の要望にご配慮いた

だくようなことをしたいと思います。 

 利活用までの、基本的には大体３年前後になりま

すけれども、業者の手が挙がらなくて、地元の要望

があれば暫定利用ということで、地元の方に利活用

をしていただくことも考えております。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 結構です。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（西田  真） はい。 

○委員長（岡本 昭治） その他の質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１２６号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１２７号議案、豊岡市立幼稚園の設置に
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関する条例の一部を改正する条例制定についてほ

か３件を一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 こども育成課、吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） ２２９ページをご

覧ください。第１２７号議案、豊岡市立幼稚園の設

置に関する条例の一部を改正する条例についてご

説明いたします。 

 ２３２ページの条例案要綱をご覧ください。よろ

しいでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

○こども育成課長（吉本  努） 改正の内容は、豊

岡めぐみ幼稚園及び豊岡ひかり幼稚園を統合した

豊岡幼稚園を置き、田鶴野幼稚園、新田幼稚園、中

筋幼稚園及び神美幼稚園を閉園することとし、附則

で、この条例は、令和５年４月１日から施行するこ

ととしております。 

 なお、２３３ページに新旧対照をつけております

ので、ご清覧ください。 

 続きまして、２３５ページをご覧ください。第１

２８号議案、豊岡市立放課後児童クラブの設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いてご説明いたします。 

 ２３８ページの条例案要綱をご覧ください。豊岡

第２放課後児童クラブの位置を豊岡小学校の中に

変更いたしまして、神美第２放課後児童クラブ、静

修放課後児童クラブ及び高橋放課後児童クラブを

廃止することとし、附則で、この条例は、令和５年

４月１日から施行することとしております。 

 ２３９ページに新旧対照をつけておりますので、

ご清覧いただければと思います。 

 続きまして、２４１ページをご覧ください。第１

２９号議案、豊岡市立認定こども園の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例制定について

ご説明いたします。 

 ２４４ページの条例案要綱をご覧ください。改正

の内容といたしましては、高橋認定こども園を閉園

することとし、附則で、この条例は、令和５年４月

１日から施行するということとしております。 

 なお、２４５ページに新旧対照をつけております

ので、ご清覧ください。 

 続きまして、２４７ページをご覧ください。第１

３０号議案、豊岡市子ども・子育て会議条例の一部

を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 ２５０ページの条例案要綱をご覧ください。改正

の内容といたしましては、子ども・子育て支援法の

改正によりまして、引用する規定の条番号を改め、

附則で、この条例は、令和５年４月１日から施行す

るということとしております。 

 なお、２５１ページに新旧対照をつけております

ので、ご清覧ください。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 幼稚園を廃止され、ごめんな

さい、放課後児童クラブを廃止されて、園舎を今ま

で利用してらっしゃった神美とかのとこら辺は、多

分、園舎を使用されることに、そのまま使われるこ

とになると思うんですけれども、その中で、今まで

幼稚園のホールというんか、そこだけを使ってらっ

しゃったんだけども、幼稚園の教室なども使うよう

にされるんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） 幼稚園の閉園に伴

いまして、児童クラブの専用施設という形に変更す

るものがございます。そちらの部分の中で使用しま

すものが田鶴野幼稚園、新田幼稚園と、あと神美幼

稚園、こちらのほうを放課後児童クラブの専用施設

とし、教室ですとかホールとか、全体を専用施設と

いう形で全部を使うという形で考えております。以

上です。 

○委員長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） そうなったら、今まで幼稚園

の行事のたびに移動ということがあって、そこのと

ころで大変指導員さんが大変な思いをしておられ

たことが解消するとは思うんですけども、確かに幼

稚園の閉園ということと一緒なので、ちょっと苦々
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しい思いもするんですけれども、その改築というん

ですか、放課後児童クラブに改修するに当たっては、

どういうような改修をされるんでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） 今年の夏頃をメイ

ンでは考えているんですけども、幼稚園の場合は、

どうしても特にトイレが幼稚園児に合わせた形に

なっておりますので、基本的にはトイレ改修をいず

れの園というか、新設の専用施設ではトイレ改修を

行うということにしております。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（岡本 昭治） その他の方で質疑ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第１２７号議案から第１３０号議

案は、原案どおり可決すべきものと決定してご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１２７号議案から第１３０号議案は、いず

れも原案どおり可決すべきものと決定しました。 

 それでは、分科会に入らせていただきたいと思い

ます。 

   午前１０時０９分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時０９分 分科会開会 

○分科会長（岡本 昭治） ただいまより文教民生分

科会を開会いたします。 

 第１３１号議案、令和４年度豊岡市一般会計補正

予算（第８号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、一気に説明を

お願いします。 

 なお、説明は、歳出、続いて所管に関わる歳入、

債務負担行為、最後に地方債の順でお願いします。 

 なお、質疑は、全部署の説明が終わった後、一括

して行います。 

 それでは、コミュニティ振興部から順次説明をお

願いいたします。 

 生涯学習課、旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） それでは、議案書は

３１１ページをお願いいたします。 

○分科会長（岡本 昭治） いいです、どうぞ。 

○生涯学習課長（旭  和則） 説明欄、上から４枠

目、図書館管理費の光熱水費は、燃料価格の高騰等

により、電気、ガス料金が上昇しているため、増額

するものです。その下、備品購入費は、精算により

不用額を減額するものです。 

 続きまして、債務負担行為補正を説明いたします。 

 議案書は２５７ページをお願いいたします。 

○分科会長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（旭  和則） 上から１３行目、中

段辺りでございます。子どもたちが豊岡で世界と出

会う音楽祭開催事業費については、来年度の委託協

議、開催案内などを年度内に着手する必要があるた

め、７００万円の限度額を設定させていただきます。 

 生涯学習課の説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 次に、文化・スポーツ振

興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私のほう

からスポーツの関係の説明をした後に、中村補佐の

ほうから文化のほうの説明を引き続きさせていた

だきます。 

 では、歳出でございます。議案書の３１３ページ

をお願いします。中段少し上の竹野海洋センター管

理費、それから２つ目の枠でございます出石海洋セ

ンターの管理費、それから３つ目に市民体育館の管

理等々ございます。一番下の枠の市民グラウンド関

係につきましても、出石野球場の管理費であったり、

神美台のスポーツ公園の管理費であったり、植村直

己スポーツ公園の管理費であったり、この辺りにつ

きましては、先ほど生涯学習のほうもあったかもし

れませんけども、電気の関係の費用等の増額、電気
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料金の高騰に伴う指定管理料の増額というふうな

ものになってございます。 

 中には一部、ちょうど３１３ページの中段辺りの

豊岡総合体育館の管理費に、自家発の負荷試験の関

係の額改定に伴う減額というのも一部ございます。 

 続きまして、３１５ページでございます。上段か

ら始まります神鍋野外スポーツ公園の管理費、但東

スポーツ公園管理費、こちらにつきましても、いず

れも電気料金高騰に伴う指定管理料の増額という

ふうになってございます。 

 歳入につきましては、特に大きな変更はございま

せん。 

 次に、債務負担行為でございます。２５８ページ

を今度はお開きをお願いいたします。中段より少し

上、上から８段目に出石多目的屋内運動場指定管理

料（令和４年度追加分）というのがございます。私

ども文化・スポーツのスポーツのほうの関係につき

ましてはこちら、それから、この同じ２５８ページ

の下から８行目から始まります竹野海洋センター

の指定管理料からその下までのグラウンドだった

りの指定管理料、それから、次の２５９ページの一

番上から、１段目から５段目までのそれぞれのスポ

ーツ公園、中央公園等の指定管理料、こちらにつき

ましても電気料金高騰等を含めた指定管理料の増

額というようなことになってございます。 

 ２５９ページの２段目にある神美台スポーツ公

園指定管理料、これにつきましては、先ほどご審議

いただきました指定管理料の分も含まれてござい

ます。 

 それから、同じ２５９ページのど真ん中辺に変更

の項目がありまして、神鍋野外スポーツ公園の指定

管理料というのがございます。６月議会で一度公募

の基準額というのがまだ定まってない時期に、基準

額を設定をさせていただいて債務負担行為の設定

をさせていただいたんですけども、その後、兵庫県

のほうの公募の基準額のほうが確定といいましょ

うか、決まりまして、その金額に基づいて若干変更

を加えているというようなものでございます。この

金額につきましては、兵庫県のほうの全体の基準額

の５％というのが豊岡市の負担分というようなこ

とになってございまして、５年間でトータル２，２

４６万５，０００円を措置するものでございます。 

 スポーツのほうは以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 中村課長補佐。 

○文化・スポーツ振興課長補佐（中村 史） それで

は、文化・芸術の部分を説明させていただきます。 

 まず、歳出です。２７９ページをご覧ください。

説明欄、上から３枠目の上から３行目、基金管理費、

財政調整基金積立金２６万円のうち１５万円の増

額です。これは、今年９月に市内の団体から社会教

育事業に対する寄附がありましたものを財政調整

基金へ積み立てるものです。 

 次に、３１１ページをお願いします。説明欄下か

ら２枠目の最下段、下から２行目、豊岡市民会館管

理費、光熱水費３２１万２，０００円の増額です。

これは、電気料金の高騰に伴う増額です。 

 その下枠の中段以降、歴史博物館管理費、日本・

モンゴル民族博物館管理費、美術館管理費の増額に

つきましては、同様に電気料金の高騰によるものと

なります。美術館のみ、一部施設修繕を含んでおり

ます。こちらについては、３１３ページの最上段に

記載がございます。 

 次に、歳入です。２７３ページにお戻りください。

最も上の枠の説明欄、上から４行目、社会教育事業

寄附金１５万円の増額です。内容につきましては、

歳出の冒頭に申し上げた寄附の分となります。 

 次に、債務負担行為です。２５７ページにお戻り

ください。中段やや下、文化芸術創造交流事業３７

万５，０００円です。市の文化芸術事業を一つにま

とめて広報する豊岡アートシーズンの取組ですが、

その総合パンフレット作成経費として計上してお

ります。 

 下から２段目、市民会館等自主事業１，８７４万

９，０００円です。２０２３年度の市民会館自主事

業の予算です。来年度早々に事業実施に取りかかれ

るよう、今年度から事務に着手しなければならない

ため計上するものです。 

 説明は以上です。 
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 これで地域コミュニティ振興部の説明を終わり

ます。 

○分科会長（岡本 昭治） 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、市民生活部で

す。市民課所管分の補正予算の主な内容につきまし

てご説明いたします。 

 まず、歳出からです。２８５ページお願いします。

上段太枠の戸籍住民基本台帳費でございますが、説

明欄の１行目、人件費は、時間外手当の増額及び職

員配置の変更による人件費の調整でございます。 

 ７行目の戸籍住民基本台帳事務費１１９万円の

増額のうち、通信運搬費につきましては全国の携帯

キャリアショップのほうで開始されておりますマ

イナンバーカードの申請サポート事業に伴い、市が

当該交付申請書のほうを地方公共団体情報システ

ム機構のほうに送るための簡易書留郵便料でござ

います。なお、この郵便料は全額国庫補助になって

おります。 

 また、次の手数料につきましては、住民票等証明

書のコンビニ交付に係る事務手数料で、マイナンバ

ーカードの交付の増加に伴いまして、コンビニでの

証明書交付枚数が当初見込みの約４倍と想定を大

きく上回っておりますため、不足見込額を増額する

ものでございます。その下の庁用備品につきまして

は、本庁及び城崎振興局の窓口のほうで各種証明書

の複数枚交付の合綴の際に使用しております電動

契印機のほうが故障しておりますので、各所１台を

購入するものです。 

 次に、２８７ページをお願いします。説明欄１１

行目、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）繰出

金の５２４万４，０００円の減額につきましては、

国民健康保険事業特別会計への職員給与費等の人

件費及び、今年度の国保財政安定化支援事業の算定

額確定の減額によります。 

 同じページの中段の医療費助成事業費の説明欄

３行目、重度障害者医療費助成事業費からこども医

療費助成事業費の４つの各医療費助成事業費につ

きましては、それぞれの事業実績見込みによりまし

て増額補正するものでございます。 

 補正を要する助成事業の主な理由といたしまし

ては、いずれの助成事業も１人当たりの助成額が見

込みよりも高かったことによるものでございます。 

 次に、２８９ページの下の太枠の説明欄です。上

から６行目、後期高齢者医療事業費負担金２０６万

９，０００円の減額につきましては、運営主体の兵

庫県後期高齢者医療広域連合に支払います今年度

の共通経費負担金の額確定に伴いまして、不用額を

減額するものです。 

 また、その３行下の後期高齢者医療事業特別会計

繰出金４９万８，０００円の減額につきましては、

後期高齢者医療事業特別会計への事務費繰出金及

び職員給与費等の人件費に伴う繰出金でございま

す。 

 次に、２９０ページの１つ目の枠の児童福祉総務

費の財源内訳でございますが、前年度の児童手当給

付事業の精算に伴いまして、国県からそれぞれ交付

金の追加交付を受けますので、国県支出金１１７万

７，０００円のうち１０３万２，０００円を一般財

源から財源更正してございます。 

 次に、２９３ページの１つ目の枠です。子育て世

帯への家計応援給付金支給事業費につきましては、

コロナ禍において物価高騰に伴う子育て世帯の家

計負担を緩和するため、高校生の年代以下の子供１

人当たり２万円を支給する事業でございますけれ

ども、不用額が見込まれるため、９３６万円を減額

するものです。 

 その内訳につきましては、当該支給をするために

システム改修業務のほうの委託を予定しておりま

したが、自庁処理で対応しましたので、予算づけい

ただきました２００万円を減額し、当該給付金を対

象児童数の精査によりまして３６８人分、７３６万

円減額しております。歳出は以上です。 

 次に、歳入でございます。２６９ページお願いし

ます。よろしいでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 上から２つ目の太枠、国

庫支出金の３行目、児童手当負担金（過年度分）で

す。６６万４，０００円の増額は、前年度の児童手
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当給付事業の精算に伴い、国から追加交付を受ける

ものです。 

 次に、上から３つ目の太枠、説明欄の１行目、マ

イナンバーカード交付事務費補助金２６３万９，０

００円のうち１２万８，０００円の増額につきまし

ては、携帯ショップで受け付けしましたマイナンバ

ーカード交付申請書の郵送料に係る補助割合１０

分の１０の国庫補助金でございます。 

 一番下の太枠、児童手当負担金（過年度分）３６

万８，０００円の増額は、前年度の児童手当給付事

業の精算に伴い、県から追加交付を受けるものでご

ざいます。 

 次に、２７１ページの１つ目の枠１行目、重度障

害者医療費助成事業費補助金ほか３つの医療費助

成事業費の補助金増額につきましては、いずれも事

業費の増額に伴い、それぞれの事業補助割合により

まして増額補正をするものでございます。 

 続いて、２７３ページの２つ目の太枠、２行目の

地域振興基金繰入金のうち６５０万円の増額につ

きましては、こども医療費助成事業費の市単独事業

の部分を実施するために繰り入れるものでござい

ます。 

 次の２７５ページの上の太枠、下から２行目の後

期高齢者医療広域連合負担金返還金１億２，０９３

万５，０００円につきましては、前年度に後期高齢

者医療広域連合に支払った療養給付費負担金が確

定したことによりまして、精算返還金を受け入れる

ものでございます。 

 市民課からは以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 生活環境課、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まずは、歳出です。

２７９ページをご覧ください。上から３枠目の３行

目、基金管理費の財政調整基金積立金です。２６万

円のうち１１万円ですが、兵庫県交通災害共済組合

が昨年度末をもって解散し、最終決算が認定された

ことに伴い、精算金の確定により分配金同額を基金

に積み立てるものです。 

 ２９５ページをご覧ください。下から３枠目の斎

場管理費です。燃料費高騰により灯油が不足するこ

とに伴い、増額の予算を要求するものです。 

 ２９７ページをご覧ください。上の枠、塵芥処理

事業費です。これは、北但行政事務組合の予算にお

いて、前年度決算の繰越金が確定したことにより負

担金が減額されたことと、クリーンパーク北但施設

内ののり面修繕工事に係る豊岡市負担分の増加に

よるものとの差額を予算計上しております。豊岡市

負担分の増加要因ですが、今年度と来年度の２か年

で予定されていた工事が今年度で完了する見込み

が立ったことによる来年度予定分を前倒すことに

よる増額です。 

 次に、歳入です。２７５ページをご覧ください。

上の枠下から３行目、兵庫県交通災害共済組合設立

基金分配金です。先ほど歳出で説明したとおりです

が、決算が確定したことによる分配金の配分になり

ます。 

 ２７５ページ、その下の枠をご覧ください。一番

上、清掃施設整備事業債です。クリーンパーク北但

敷地内の南側のり面安定化対策工事に係る豊岡市

負担分に対して、起債を措置するものです。内容に

つきましては、先ほど歳出で説明したとおりです。 

 次に、債務負担行為です。２５７ページをお願い

いたします。本議会では２件の債務負担行為の補正

をお願いしております。 

 １件目です。１枠目の太陽光発電システム設置費

補助金です。これは、太陽光発電システムが新規住

宅の建築に併せて設置される場合が多いことから、

申請者が一連の工事を中断することなく設置でき

るようにするものです。 

 ２件目です。上から９枠目の指定ごみ袋等作製業

務です。指定ごみ袋は年度当初から必要であり、ま

た、入札結果で業者が替わった場合の引継ぎ期間を

考慮し、１月末を目途に入札を行うための債務負担

行為の補正です。 

 最後に地方債です。２６０ページをお願いいたし

ます。一番上の清掃施設整備事業費、北但ごみ処理

施設に係る起債です。内容については、先ほど歳入

で説明したとおりです。 

 市民生活部からの説明は以上です。 
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○分科会長（岡本 昭治） 社会福祉課、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） それでは、健康福祉

部所管の補正予算でございます。 

 社会福祉課の歳出から説明させていただきます。 

 ２８７ページをご覧ください。２８７ページの１

つ目の枠の明細欄をご覧ください。８行目の特別障

害者手当等運営対策事業費７４２万円の増でござ

います。日常生活において、常時特別の介護が必要

な状態にある障害児や最重度の障害のうち、在宅の

方に手当を支給するものでございます。 

 ９月議会で議員よりご指摘のありました件で、ケ

アマネジャーなどに対して周知が必要でないかの

質問もいただき、介護支援専門員連絡会など、関係

機関と連携して制度の周知に努め、今後、新規申請

が見込まれることから、必要額を計上しております。 

 ３つ目の枠の健康福祉施設管理費の立野庁舎管

理費の光熱水費４３１万６，０００円をはじめ、豊

岡健康福祉センター管理費の光熱水費から、下から

６行目の但東健康福祉センター管理費の指定管理

料３５７万９，０００円の増については、電気料金

の高騰により予算不足が生じるため、増額補正させ

ていただくものでございます。 

 また、健康福祉センターの管理費に過疎対策事業

債、過疎ソフトを充当することで、５１０万円の財

源更正を行っております。内訳は、城崎健康福祉セ

ンターに１００万円、竹野健康福祉センターに２１

０万円、但東健康福祉センターに２００万円となっ

てございます。 

 めくっていただきまして２８９ページをご覧く

ださい。２つ目の枠、障害者（児）医療給付費事業

費の１，１４１万７，０００円の増については、令

和３年度の実績確定によります国庫負担金返納金、

県負担金返納金を計上させていただいております。 

 続きまして、２９１ページをご覧ください。１つ

目の枠の１１行目の子育て世帯生活支援特別給付

金支給事業費の５万円の増でございますが、２０２

１年度の給付金支給対象外である課税者１名に誤

って支給していたことが判明しましたので、国庫補

助金を返納するものでございます。 

 次に、２９３ページをご覧ください。真ん中の枠

の生活保護措置費の１億６，２３０万円の増ですが、

生活保護費執行見込みを最近の保護動向で勘案し、

精査したところ、生活保護受給者や入院医療を受け

た人の増加に伴い、生活扶助、住宅扶助費、葬祭扶

助費、とりわけ医療扶助が増加しており、予算不足

が見込まれ、最後のセーフティーネットである生活

保護実施に支障が生じないように計上するもので

ございます。 

 続いて、歳入でございます。２６９ページをご覧

ください。２つ目の枠の社会福祉費負担金５７９万

３，０００円ですが、説明欄の１行目、特別障害者

手当等給付費負担金５５６万５，０００円は、先ほ

ど説明しました特別障害者手当等給付に関するも

のと、令和３年度の実績確定による不足する特別障

害者手当等給付費負担金を過年度分として２２万

８，０００円収入するもので、４分の３の国庫負担

となってございます。 

 その２つ下の生活保護負担金１億２，１７２万５，

０００円は生活保護措置費に対するもので、４分の

３の国庫負担となってございます。 

 少し飛ばしていただきまして２７５ページをご

覧ください。２７５ページ、上の枠の雑入の６行目

ですが、光熱水費等使用者負担金で、立野庁舎６万

円、そこから３つ下の豊岡健康福祉センター７６万

円から但東健康福祉センター１７０万円までは、健

康福祉施設管理費に関するものでございます。 

 この枠の一番下の子育て世帯生活支援特別給付

金過誤給付返納金の５万円につきましては、２０２

１年度の給付金支給対象外である課税者１名に誤

って支給したものでございます。 

 続きまして、２５８ページをご覧ください。債務

負担行為でございます。社会福祉課で所管します追

加のもので、先ほど指定管理者の指定期間の変更の

議案でお願いし、ご承認いただきましたもので、一

番上から北但広域療育センター指定管理料で、期間

が令和５年度から９年度まで、限度額が２億２，３

２６万５，０００円でございます。 

 その下の豊岡健康福祉センター指定管理料から
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７行目の但東健康福祉センター指定管理料までの

指定管理期間及び限度額をそれぞれ設定させてい

ただくものでございます。ご清覧いただくとともに、

よろしくお願いいたします。 

 社会福祉課の説明は以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 高年介護課、和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 歳出です。２８７

ページをお願いします。表中、説明欄の一番下の枠、

竹野多目的屋内運動広場管理の運営委託料３万９，

０００円、次のページ２８９ページ、但東健康増進

センター管理費の運営委託料５万７，０００円につ

きましては、燃料価格の高騰等により電気料金が上

昇したことによる指定管理料の増額でございます。 

 同じページの下の表、１枠目の上から４行目、介

護保険事業特別会計繰出金５５万３，０００円は、

後ほど第１３５号議案でご説明させていただきま

すけども、介護保険事業特別会計の補正予算の一般

会計繰入金でございます。 

 その下の表の１行目、外出支援サービス助成事業

費１，３１３万７，０００円でございます。この事

業につきましては、身体的な理由により、公共交通

機関の利用が困難な方が、福祉車両を利用して自宅

から医療機関へ通院等をした場合につきまして、そ

の一部の運賃を助成するものでございます。当初予

算４，３３３万１，０００円に対し、見込額５，６

４６万８，０００円に対する増額でございます。主

に人工透析患者の利用増加によるものでございま

す。 

 その下の行、老人福祉事業費８５万５，０００円

の減額です。ふれあいいきいきサロン及び高齢者安

心・見守り活動奨励金の事業額の確定等に伴う減額

でございます。 

 その下の枠、老人保護措置事業費６３０万６，０

００円の減額です。養護老人ホームコスモス荘、こ

とぶき苑及び市外の養護老人施設への入所に係る

措置費用につきまして、実績見込みによる減額でご

ざいます。 

 その下の枠、長寿園管理費です。運営委託料４万

４，０００円は、燃料額の高騰により電気料金が上

昇したことによる増額でございます。 

 続いて、歳入です。２６９ページお願いします。

一番上の枠、老人福祉法第２８条収入１８３万４，

０００円の減額です。先ほど歳出でご説明させてい

ただきました養護老人ホームの措置に係る措置人

数の実績見込みによる減額でございます。 

 続いて、債務負担行為補正でございます。まず、

追加分です。２５８ページをお願いします。上の表

の９行目、竹野多目的屋内運動広場指定管理料です。

これは、電気料金上昇と来年度から水道料金が上昇

することによるもので、期間は令和５年度から令和

８年度まで、限度額は１６万円でございます。 

 その下の行、長寿園指定管理料につきましては、

第１０６号議案でご承認いただきました長寿園の

指定管理期間変更に伴う２年間の指定管理料でご

ざいます。期間は令和５年から令和６年度まで、限

度額は１，２９８万円です。 

 続いて、２５９ページをお願いします。変更分で

す。表の２行目、但東健康増進センター指定管理料

ですが、先ほど竹野多目的運動広場の指定管理料と

同様で、電気料金、水道料金上昇に伴うもので、期

間の変更はございませんけども、限度額は２２５万

５，０００円から２５６万５，０００円に変更する

ものでございます。 

 高年介護課の説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２８７ペ

ージをお願いします。説明欄、一番上の枠の一番下

になります。国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

繰出金ですが、特別会計のほうの補正に伴い、一般

会計から直診勘定への繰出金になります。 

 次に、２９５ページをお願いします。一番上の保

健センター運営費の修繕料ですが、組織改編に伴い

システムを移動するための回線改修費用になりま

す。その下、総合健康ゾーン健康増進施設管理費の

光熱水費ですが、電気、それからガス料金の増額に

伴う補正になります。 

 その下、健康診査事業費の業務委託料は、すこや

か市民健診業務の実施見込みから減額するもので
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す。その下、国県負担金等精算返納金は、昨年度事

業の精算により、兵庫県後期高齢者医療広域連合に

返納するものです。その下、母子保健事業費の国県

負担金等精算返納金は、昨年度の未熟児養育医療の

精算により、国と県に返納するものです。その下、

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業費

の後期高齢者医療事業特別会計繰出金は、昨年度に

実施した事業の精算返納金として特別会計に繰り

出すものです。 

 その下、予防接種事業費のうち医薬材料費と業務

委託料の減額の主なものについては、子宮頸がんワ

クチン予防接種の実施見込みからワクチン代と接

種委託料を減額するものです。その下、予防接種費

用助成金の増額補正につきましては主に３つの理

由がありまして、まず１点目は、里帰り出産等によ

り、豊岡市以外での乳幼児の予防接種が増加したこ

と、２点目は、子宮頸がんワクチンのキャッチアッ

プ対象者の多くが進学等で豊岡市以外に居住され、

市外の医療機関で接種されたことです。最後に３点

目ですが、子宮頸がんワクチンについて、積極的勧

奨の差し控えにより定期接種の機会を逃された１

９９７年４月２日から２００５年４月１日生まれ

の女性の方で、既に任意接種として自費で接種され

た方がありますので、その方に対し助成を行うため、

この３点で増額補正を行うものです。その下、国県

負担金等精算返納金については、風疹の追加的対策

について昨年度事業の精算により国に返納するも

のです。 

 そこから３枠下の診療所事業特別会計繰出金は、

一般会計から各診療所へ特別会計の補正により繰

り出すものになります。歳出は以上です。 

 次に、歳入ですが、２７３ページをお願いします。

一番下の枠、各種検診弁償金ですが、これは、すこ

やか市民健診業務の実施見込みから個人負担分を

減額するものです。 

 次に、２７５ページをお願いします。上の枠の真

ん中辺りになりますが、光熱水費等使用者負担金の

うち、総合健康ゾーン健康増進施設分、これは、歳

出で増額した電気とガス料金について、運営事業者

のほうから負担いただくものになります。 

 次に、戻っていただいて２５７ページをお願いし

ます。債務負担行為になります。これの補正ですが、

下から７番目になります、すこやか市民健診業務、

これは、健診委託業者などの手配が必要で、次年度

の事業に向けて作業をする必要がありますので、債

務負担として計上するものです。 

 健康福祉部は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 教育総務課、永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） ２９１ページをお願

いします。２９１ページの一番下になります。保育

所管理費の光熱水費です。電気料金の高騰等により

まして、保育園と認定こども園６施設の高騰分の予

算を計上しております。 

 次に、３０５ページをお願いします。３０５の下

から２枠目になります。教育総務事務局費です。こ

れは、来年２月から竹野地域の小中一貫校の開設準

備委員会を開きまして、小学校と中学校と併せた施

設整備に向けて検討を行う会議になります。計画の

中では２０２５年度開設を予定しておりますので、

それまでの間にいろんな議論をいただく予定にし

ています。 

 次に、３０７ページをお願いします。これも一番

下の枠になります。学校施設管理費になります。こ

れは、日高、静修、それから合橋、高橋の、関連し

まして、静修、高橋小学校が閉校するための式典の

事務費になります。それから、光熱水費につきまし

ては、電気料金等の高騰等によります補正の額にな

ります。小学校が２５校分になります。その他、統

廃合によります施設の夜間警備の撤去であります

とか、テレビの撤去でありますとか、不要物等の処

理等の費用を上げています。 

 次に、３０９ページをお願いします。ちょうど中

段になります。学校施設管理費、これは中学校にな

りますが、こちらのほうも中学校９校の電気料金等

の高騰に伴います費用と、修繕料につきましては、

豊岡北中の換気扇が劣化しておりまして、落下する

おそれがあるために取り替えするというものでご

ざいます。 
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 今度は一番下の枠になりますが、幼稚園施設管理

費になります。こちらも市内幼稚園の電気料金等の

高騰によりまして、７つの幼稚園の補正を行うもの

でございます。その他につきましては、閉園する施

設がありますので、夜間管理の撤去等の費用を上げ

ています。 

 次に、３１５ページになります。学校給食費の賄

い需用費の中に燃料費と光熱水費があります。これ

も電気料金等の高騰によります予算の増額になっ

ています。 

 次に、歳入になります。２７３ページをお願いし

ます。２７３ページになります。一番上の枠に３行

ありますけれども、奨学金基金のための寄附、それ

から施設整備寄附金ということで、これは城崎の

小・中学校に地元の団体が活動を終了されることに

よりまして寄附をされたというものでございます。 

 それから、債務負担になります。２５７ページを

お願いします。２５７ページ、上から６行目です。

学校施設管理事業３５０万円になります。こちらは

豊岡南中学校の特別支援教室を新たに整備する必

要になりまして、空調設備を来年の６月までに間に

合うような工事ということで債務負担行為を上げ

ております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） こども教育課、和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 資料２８１ページ

をご覧ください。一番下の枠の英語教育推進事業費

につきましては、不用額精査により減額をしており

ます。 

 その下の豊岡の未来を創る高校生支援事業費の

減額につきましては、新型コロナウイルス感染症の

影響による事業中止によるものです。 

 次に、３０７ページをご覧ください。一番上の枠

の上から６行目、外国語指導助手招致事業費につき

ましては、これも不用額精査による減額になってお

ります。 

 同じページの下の枠の中ほどの学校運営事業費

につきましては、市内団体からの寄附による図書備

品購入に充てるものです。 

 次に、３０９ページをご覧ください。真ん中の枠

の２段目、教材備品費につきましても市内団体から

の寄附による教材備品の購入に充てるものです。 

 寄附金の歳入につきましては、先ほどの教育総務

課の説明のとおりです。 

 こども教育課からは以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） こども育成課、吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） それでは、歳出、

２９１ページをご覧ください。２９１ページの１枠

目になります。真ん中辺り、子育てセンターの運営

事業費ということで４８万円計上いたしておりま

す。これは、子育て総合センターの中に乳幼児への

安全対策として柵を購入しようとするものでござ

います。この財源につきましては、全額寄附金を充

当する予定といたしております。 

 次に、２枠目、放課後児童健全育成事業費で５１

１万９，０００円計上いたしております。主なもの

といたしまして、光熱水費の高騰分として２６６万

２，０００円、それと県が創設いたしました光熱水

費等の物価高騰対策支援給付金ということで、民間

の３つの施設、城崎こども園、キッズガーデン、も

じゃこ、こちらの３施設に対して６４万８，０００

円を給付するというものでございます。こちらの補

助率は、県の１０分の１０という形になっています。

その下、放課後児童クラブの整備事業費でございま

す。２５５万７，０００円の減額という形です。こ

れは、事業費の確定に伴いまして、小坂、清滝放課

後児童クラブのトイレ改修の設計監理の業務で２

４０万３，０００円の減額、田鶴野放課後児童クラ

ブの同様の管理業務の部分で１５万４，０００円、

合わせて２５５万７，０００円を減額するものでご

ざいます。 

 ３つ目の枠です。私立保育園等の振興事業費７１

２万８，０００円でございます。こちらも先ほどの

放課後児童健全育成事業と同様に、県が創設いたし

ました光熱水費等の物価高騰対策支援の給付金と

いたしまして、私立園の２１園及び認可外施設の５

園、こちらのほうに給付するものでございます。そ

の下、子ども・子育て支援交付金等事業費というこ

とで１，０２９万円の減額をいたしております。こ
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れは、延長保育及び一時保育促進事業について、そ

れぞれの実績見込みに伴いまして事業費の減額を

するものでございます。一時預かり利用者負担軽減

事業２６万円につきましては、県が創設いたしまし

た事業メニューでございまして、低所得世帯等が一

時預かり保育を利用したときに負担する利用料に

対して、その一部を補助するというものでございま

す。 

 続きまして、３０７ページをご覧ください。３０

７ページ、上の表の３枠目になります。認定こども

園の運営事業費ということで９１万円の減額をい

たしております。これは、竹野認定こども園の通園

専用の車両の借り上げ料につきまして、利用園児の

見込みがないため減額するものでございます。その

下、認定こども園の整備事業費３，４５０万１，０

００円の増額分でございます。これは、アートチャ

イルドケア株式会社と社会福祉法人の蓼川福祉会

のほうで、現在、認定こども園の移行に伴って施設

整備等を行っていただいております。こちらの施設

整備費の増額分について予算を計上するものでご

ざいます。 

 続きまして、３０９ページをご覧ください。３０

９ページの一番下の表になります。幼稚園の施設管

理費の部分で３０万８，０００円がこども育成課分

となります。これは、来年４月に開園予定をしてお

ります豊岡幼稚園への移行に伴いまして、銘板の更

新等の修繕を行うものでございます。 

 続いて、歳入でございます。２６９ページをご覧

ください。３つ目の表になります、の真ん中、延長

保育及び一時預かり事業補助金は、事業費の見込み

によります国庫負担分の減額分を計上いたしてお

ります。保育所等整備交付金２，１５４万７，００

０円につきましては、先ほど申し上げましたアート

チャイルドケア、蓼川福祉会、こちらの認定こども

園の整備に伴います国の補助金の増額分という形

になります。 

 続きまして、２７１ページをご覧ください。上の

表の２枠目、延長保育及び一時預かり事業補助金は、

先ほど申し上げました事業費見込みに伴う県の減

額分という形になります。続いて、保育施設等一時

支援事業費補助金７９２万１，０００円でございま

す。これは歳出で説明した、県が創設した物価高騰

の給付金ということで、先ほど出た放課後児童クラ

ブの民間分の３つと私立保育園の２１園、認可外の

５園に補助するものの、県からの負担割りの１０分

の１０の歳入ということで上げさせていただいて

ます。また、一時預かりの利用者負担軽減事業の補

助金としては、県から補助率３分の２ということで

１７万２，０００円を計上いたしております。 

 続きまして、一番下になります。児童福祉事業費

寄附金ということで１００万円、こちらのほうは企

業からの寄附金でありまして、子育てセンターの運

営事業費及び放課後児童の健全育成事業費の備品

購入に充当させていただきたいというふうに考え

ております。 

 次に、２７７ページをご覧ください。２段目の認

定こども園の整備事業債１，２３０万円でございま

す。こちら、アートチャイルドケア、蓼川福祉会の

認定こども園整備に伴います起債の増額分につい

て計上をさせていただいているものでございます。 

 最後に、地方債補正でございます。２６０ページ

をご覧ください。２６０ページの下から３つ目、認

定こども園整備事業費ということで、地方債１億１，

６５０万円を１億２，８８０万円に増額しようとす

るものです。内訳といたしましては、（仮称）アー

トチャイルドケア豊岡認定こども園分として６，１

４０万円を６，５６０万円に、（仮称）蓼川認定こ

ども園分として５，５１０万円を６，３２０万円に

増額しようとするものでございます。 

 教育委員会の説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 説明は終わりました。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時００分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時０８分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、文教民生分科

会を再開いたします。 
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 第１３１号議案、令和４年度豊岡市一般会計補正

予算（第８号）に対する質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点かお尋ねします。 

 ２８５ページのマイナンバーの関係なんですけ

ど、これの交付率の現在の状況と、県下でどれぐら

いか、それがまず１つと、そして、コンビニで、今、

いろんな住民票やなんかが出せれるんですけど、何

種類出せれるかということと、そして、コンビニに

払われる市からの手数料ですね、これが１枚当たり

何ぼついてるのか。 

 それから、携帯ショップにマイナンバーのほうの

登録事務みたいなのができるんですけど、それの手

数料は１機当たりどれぐらいかということを教え

ていただきたいのと、委員長、これ、全部言っちま

ったらいいですか。 

○分科会長（岡本 昭治） まあ、一通り言ってくだ

さい。ちょっと控えるのが大変かも分かりませんけ

ども。 

○委員（西田  真） ちょっとたくさんあるんです

けど、あと、高校生２万円のやつなんですけど、３

６８人分の減額ということでしたけど、当初の予定

人数は何ぼだったかというのもお尋ねしたいと思

います。 

 それから、携帯ショップのほうなんですけど、先

ほどの携帯ショップ、いろいろと何社かあるんです

けど、これ、全てのとこでいけるんかどうかも確認

をさせてください。 

 それから、２７５ページの後期高齢者の１．２億

円の返還なんですけど、当初の見込みはどれぐらい

でこんだけの金額が返ってきとるんかいうのもお

尋ねしたいと思います。 

 そして、指定ごみのほうなんです、２５７ページ

だったと思うんですけど、１月末の入札の見込みだ

ったですかね、これは今までに入札した業者が替わ

った事例があるかもちょっとお聞きしたいと思い

ます。そして、この入札のときに、通常何社ぐらい

入札されているかもお尋ねしたいと思います。 

 そして、生活保護の増額の分なんですけど、生活

保護者の人数の推移、３か年ぐらいで結構ですけど、

それを教えていただきたいと思います。 

 取りあえず以上、お願いしたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） なら、どこから、一番初

めから答えてください。 

 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 指定ごみ袋の入札業

者が替わったことは、事例ございます、あります。 

○分科会長（岡本 昭治） ちょっと詳細を教えてく

ださい。 

○生活環境課長（成田 和博） 詳細といいますのが

……。 

○委員（西田  真） 何年にどこからどこに替わっ

たかという。 

○生活環境課長（成田 和博） すみません、ちょっ

とそれ、持ち合わせておりません。 

○委員（西田  真） 後で結構です。 

○生活環境課長（成田 和博） それから、入札者数

ですが、ちょっとこれも、いいかげんなこと言えま

せんけど、７社か８社だったというふうに記憶して

ますので、またこれもちょっと後で正確な数字はお

答えしたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） いただきましたマイナン

バーカードの交付率のほうです。１１月末現在で交

付枚数のほうが、失礼しました。交付率が５４．３

５％になります。申請率でいいますと６６．４３％

で、順位は、今まででしたら、県下、下から数えて

２つ目ぐらいだったんですけれども、順位を少し上

げまして、県下で３６位、どこの市町とも頑張って

おられますので、あまり思ったより上がらなかった

ということはありますが、全国平均よりは１ポイン

ト上がっております。 

 コンビニ交付のほうですけれども、種類ですが、

７つございまして、戸籍のほうでは、いわゆる戸籍

謄本と言われる全部証明の分と、個人ごとの個人証

明の分ですね、一部証明になります抄本です。それ

と、住民票では、同じように全部と一部、あと記載
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事項証明、あと附票のほうになります。印鑑のほう

の証明書、合わせて７種類になります。 

 それで、市のほうが支払いします手数料のほうの

質問がございました。コンビニ業者のほうに支払っ

てますのは、１通１１７円の手数料でございます。 

 それから、携帯キャリアショップのほうですけれ

ども、これは携帯キャリアショップのほうの……。 

 失礼しました。先ほどのコンビニ交付ですけれど

も、もう１点、税務証明のほうもできます。失礼し

ました。 

 それから、携帯キャリアショップに戻って、携帯

キャリアショップのほうですけれども、これは携帯

電話会社のほうで協議会を設けておられまして、主

要なエーユーであるとか、ドコモであるとかという、

主要なキャリアのところにつきましては、全てのと

ころでいけるというふうに聞いております。 

 それから、家計応援のほうですけれども、当初予

定しておりましたのは１万２，２００人でございま

す。 

 後期高齢者医療事業費の大きな返還の分ですけ

れども、これにつきましては、市のほうで受け入れ

ておりましたのが１０億４１９万２，０００円ほど

でして、市のほうでの所要額のほうが８億８，３０

０万円で、差し引きしたところの１億２，０００万

円というふうなことでございます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 被保護世帯数の推移

でございますけども、２０１９年度末、令和元年で

すけども４３０世帯、２０２０年度、令和２年です

けれども４２５世帯、それから２０２１年度、令和

３年度が４４７世帯、２０２２年、令和４年、今９

月末現在で４６０世帯でございます。以上でござい

ます。 

○分科会長（岡本 昭治） 以上で質問よかったです

かね、どうですか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっともう一度確認をさせ

ていただくんですけど、マイナンバーカードの、ど

ういいます、申請も交付も非常に伸び悩んでいると

いうところがあるんですけど、こういう２万円のポ

イントなんですけど、これが１２月末だと思うんで

すけど、伸びる要素ってありませんのかね。これ、

いつまでにという話が国のほうで示されておった

と思うんですけど、これ、いつまでされるんでしょ

うか。 

 そして、もう一つ伸ばすような努力はせんとあか

んのでしょうけど、どういうことで頑張ろうと思っ

ておられるんか、それお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） マイナポイントを取得す

るに当たっては、マイナカードの申請のほうですね、

あわせて、あと、マイナカードの取得のほうが、申

請のほうを１２月末までにしないといけない。マイ

ナポイントをもらうのに当たってはひもづけして

いただくんですけれども、そのひもづけのほうが、

医療保険証と、あと公金口座の受け取り口座を指定

をしていただく、そのカードの取得と併せて、その

３点で最大２万円のマイナポイントの取得が可能

となってますが、その手続につきましては、国のほ

う、２月末までというふうにしております。これは

以前から２月末ということで、その受け取りできる

申請期限を延ばしたのは延ばしたんですけれども、

そのひもづけの期限のほうは延ばしてきてないと

いう、今、状況でございます。 

 それが延びれば、また駆け込みといいますか、そ

ちらも対応ができるのかなというふうな思いはあ

りますけれども、それ以外につきまして、今現在も

ですけれども、マイナンバーカードの交付、取得を

促すために、いろんなこの携帯ショップの支援事業

であったり、今、本庁舎のほうにも携帯ショップか

ら出張申請みたいな形で、職員だけでなく、そちら

の業者のほうのブースも設けてできるようにして

おります。マイナポイントのほうも隣のほうででき

るような体制を取っておりまして、窓口、大変混雑

はしているんですけれども、そういうふうな努力は

しているところでございます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 
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○委員（西田  真） いろいろと努力はしていただ

いておるとは思うんですけど、もっともっと交付と

か申請率を上げていかなければならないと思って

おりますので、さらなる努力をしていただきたいと

思いますし、今現在、１０人以上集まったら出張で

できるとか、市役所でいったら夜間とか休日とか、

その辺も計画的にされとるんか、確認をさせてくだ

さい。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 夜間交付のほうも継続し

ておりますし、今まで夜７時までと言っておりまし

たのが８時まで１時間延長しておりますし、土日交

付のほうも１時間延長して１時までということに

させていただいております。以上です。 

○委員（西田  真） １０人以上のやつは、１０人

以上集まったら出張。 

○市民課長（恵後原孝一） １０人以上といいますか、

出張申請も受け付けておりますけれども、申込みが

今ないような状況ですので、また考えていきたいと

思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 市民の方から、その辺の情報

が伝わっていないんじゃないかなと思うんで、もう

ちょっと、どういうの、周知いいますか、その辺を

もうちょっとＰＲするように、いろんな場面でやっ

ていただきたいと思いますんで、その辺はよろしく

お願いしときます。 

 それから、高校生２万円のやつが、１万２，２０

０人が３６８人分の減額ということだったんです

けど、こういう想定いいますんか、この数って、こ

れは辞退とかそんなんがあり得るんでしょうか、あ

ったんでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） この減額の分につきまし

ては、新生児の見込みが、当初、ちょっと倍ほど見

込んでおりましたというところで、見込みが甘かっ

たというところではありますけれども、期待を込め

て申請時に増やしたいなというところでございま

す。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 学校教育のほうで聞いたらす

ぐ分かる話でありますんで、その辺の人数いうんか、

ちょっと適切に把握してやっていただきたいなと

思っておりますんで、その辺も含めてよろしくお願

いしときます。 

 あと、コンビニ手数料、これ、１通１１７円って、

市民が払うのが３００円程度だったと思うんです

けど、かなりの手数料を払っとると思うんですけど、

ほかの自治体と何かこれは共通的なもんがあるん

でしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） すみません、この手数料

につきましては、取得をされたその住民さんから頂

くものではなくて、市のほうが支払いをさせていた

だきます。この１１７円は、Ｊ－ＬＩＳっていいま

して、先ほども説明させていただいた地方公共団体

情報システム機構ですね、そちらのほうとの契約で、

そういうふうに全国一律決まっております。以上で

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 先ほど言いました、市民が払

う分は、もう市役所の交付と同じ金額だと思います

んでね、えらい手数料が高いなというのが実感であ

りますんで、それが決まっておれば仕方ない話です

けど、市の実入りがごっつう少ないなという率直な

感想がありますんで、はい。 

 それから、指定ごみのほうは分かったんでしょう

か、ちょっと指定ごみのほうを確認をさせていただ

きたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 申し訳ございません、

まだ事例に関してはちょっと今、調べてる最中です

し、入札者数については８社です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） もう１点、生活保護の関係な

んですけど、２０２０年はちょっと若干下がってお

るんですけど、それ以外は増えているような状況で

ありますし、受付のほういいますんか、その辺で、
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聞くところによると、対応があんまりよろしくない

というような市民からの、相談に行ったときに、そ

ういう対応がちょっと、どういいますんかね、何か

見下げるような対応をされたとかいう話も聞くん

ですけど、その辺はどういう状況把握されてるんか、

確認をさせていただきたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 生活保護の場合は、

そのようなことがないように、懇切丁寧にはするよ

うには、査察指導員、ＳＶには申しておりますけれ

ども、そのようなことがあるのであれば、また帰り

まして周知徹底をさせていただきたいと思います

ので、はい、そのようにさせていただきます。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） やっぱりね、市民は本当に苦

しんで生活できないということで相談に行っとる

はずなんでね、それを見下すような、鼻で笑うよう

な、鼻であしらうような、そういう態度とか言葉を

決して出していただきたくないと切に思いますん

で、その辺は十分、今後の対応としてよろしくお願

いしときます。いかがでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） そのようなことがな

いように、帰りましてケースワーカーのほうに指導

するようにしておきますので、よろしくお願いいた

します。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 以上です。よろしくお願いし

ときます。ありがとうございました。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 先ほどの西田委員か

らのご質問の件、事例ですけども、平成２７年度に

一度ございました。市内の事業者さんですけども、

タニー・パックさんから丸真化学工業さんに、その

ときに一度替わってます。それ以外は、またタニ

ー・パックさんに戻って、そのままずっとタニー・

パックさんが受けておられるような状況です。以上

です。 

○委員（西田  真） 委員長、もう１点だけ。 

○分科会長（岡本 昭治） はい、西田委員。 

○委員（西田  真） この入札は６，８００万円程

度なんでしょうけど、これは毎回同じような金額で

しょうか、それだけ確認をさせてください。 

○分科会長（岡本 昭治） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） これにつきましては、

昨年度までは４，０００万円程度でした。この予算

が増えた分につきましては、原材料費の高騰、それ

から、当然ですけども、運搬賃だとか、いろんなも

のの高騰によるものだというふうに聞いてます。特

に原材料費は１．７倍ぐらいの、あっ、１．５倍で

したか、１．５倍ぐらいの価格高騰だというふうに

業者のほうからは聞いてます。以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、以上です、ありがと

うございました。 

○分科会長（岡本 昭治） はい。 

 その他の方で何かありませんでしょうか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ３点ほどお聞きしたいんです

けれども、先ほど説明の中でありました２８５ペー

ジの特別障害者手当の事業費、周知の中で増えてい

くだろうということで増やしたということであり

ましたけれども、この現場のほうでちょっと聞いと

る中では、その周知の会議みたいなんはいつ頃され

たんでしょうか、それ１点と、それから、あと２９

２ページで、生活保護の方の医療費が増加して生活

保護費のほうの費用が増えたということをおっし

ゃってたんですけれども、この生活保護、西田委員

のところにもあったんですけども、増えてる中は、

やっぱり多分コロナの中で増えていってるんかな

って想像はするんですけれども、医療費のことに関

しては、私、よく中身、存じ上げないもんですから、

ちょっとお聞きするんですが、医療費が、その生保

の医療費が増えたという中身についてお願いしま

す。 

 それから、あと２８９ページで、外出サービスが

増えたということで、人工透析患者の方の外出サー

ビスの利用が増えてるっていうことでしたけれど

も、その人工透析患者の方のそういう乗り物を利用
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されるということの支援だと思うんですけれども、

これについては、人工透析患者の方は大体どれぐら

いいらっしゃるんかっていうの、ちょっと存じ上げ

ないんですけど、そういうことも即座で分かるんで

したらお願いします。これを利用される人工透析患

者がどれぐらいいらっしゃるのかも分かりました

らお願いします。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 周知の関係でござい

ます。豊岡市の主任介護支援専門員研修会というの

を１２月１３日の日に行っていただいておりまし

て、介護支援専門員３２名、地域包括支援センター

の職員１０名に、この特別障害者手当のご案内をし

たところでございます。 

 それから、生活保護の関係でございます。生活保

護の医療扶助の増額なんでございますけれども、例

えば、４月から６月で増加した要因としましては、

脳梗塞、脳出血、硬膜下血腫など、ほぼ寝たきり状

態で医療の必要が高い患者が増加したこと。それか

ら、大腿骨骨折に係る手術が集中しました。そのよ

うなことでございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 外出支援サービス

事業につきましては、対象者が３つの区分に分けて

おります。先ほど申しました人工透析患者の方、そ

して車椅子、ストレッチャーの方、３つ目としまし

ては、その他の公共交通が使えないと、利用できな

いという方になります。 

 先ほどご質問いただきました人工透析患者にお

きましては、申請に基づいてうちのほうが登録させ

ていただくんですけども、その登録者数、２０２１

年度末で５９人でございます。この数字につきまし

ては、近年、このような数字がずっと続いていると

いうようなところでございます。以上でございます。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） ちょっと付け加えさ

せていただきまして、がんとか大腸、前立腺などの

係る手術、処置も集中したことが要因にございます。

以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 一番最初の申しました特別障

害者手当のことに関しての周知の連絡会は１２月

１３日に行ったっていうことでありまして、まだま

だ現場のほうでは患者さんに対して、患者さんとい

うんか、高齢者の寝たきりの人とか、そういう家族

に対して、ケアマネさんとかヘルパーさんが、まだ

説明、なかなか分かってらっしゃらんというか、対

応できない現場がまだまだあるみたいですので、引

き続きのそういう面での指導、周知をよろしくお願

いしたいと思います。そこら辺ではどうでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 周知に努めるように、

これからも窓口でも対応するように、それから、先

ほどありました、介護支援専門員さんたちも、その

ようなことがございましたら、社会福祉課の窓口で

聞いていただくように申しておりますので、そのよ

うに周知したいと思っております。以上でございま

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） もう１点、その点に関してな

んですけども、申請をしようとされる方が、やっぱ

り一番お困りのところが診断書でして、お医者さん

によって、やっぱり整形関係のチェックが多いもん

ですから、整形の、やっぱりリハビリなんかでかか

ってらっしゃる方もあるので、整形の先生にという

ことで、結構公立の病院なんかは、今、そこにかか

ってらっしゃった方を開業医さんのほうに、整形の

先生のほうに回されてるんですけども、そこの整形

の先生たちが診断書はよう書かんということで、そ

こでシャットアウトされる、申請を望んでる方のシ

ャットアウトのところがネックになってるような

感じでして、そういう点はどうなんでしょう、医師

会のほうとかなんとか、そういうとこら辺で行政の

ほうから、そういう診断書について理解をしていた

だくというようなことはできないんでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 診断書のことは分か

りかねますので、ちょっと研究はしたいと思います
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けども、はい。 

○分科会長（岡本 昭治） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） そのようなもし実態

があるのかどうか、ちょっとその辺りをもう少し精

査したいなと思いますし、もしそういう実態がある

んであれば、医師会のほうにその辺の実態をお伝え

しながら、解消してもらうということが必要だと思

っておりますので、まずはちょっと実態把握のほう

からさせていただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 何人かからそういうことで困

ってるということをお聞きしましたので、またよろ

しくお願いしたいと思います。 

 それと、先ほど言われました外出サービスのこと

ですけれども、やっぱり人工透析患者様の外出サー

ビスに使われるのは、今、人工透析の病院っていう

のは、前田クリニックと日高病院と２か所なんでし

ょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 市内の医療機関に

つきましては、先ほど申されたとおり、一つの私立

の医療機関と日高医療センターになります。 

 ただ、この外出支援サービス事業につきましては、

豊岡市に隣接する市町まで利用することができま

す。その市町がどこまであるか分からないですけど

も、例えば八鹿でいいますと八鹿病院ですか、とい

うようなところもあるかなと思います。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 人工透析に関しては週に３回

とか利用せんなんと思いますので、ぜひよろしくお

願いします。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） はい。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定して異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。よ

って、第１３１号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４２号議案、令和４年度豊岡市一般会

計補正予算（第９号）を議題といたします。 

 当局の説明は、健康福祉部健康増進課、教育委員

会こども教育課の順で一気に説明をお願いします。 

 なお、説明は、歳出に続いて、所管に関わる歳入

等の順でお願いします。 

 なお、質疑は一括して行います。 

 それでは、健康増進課から説明をお願いします。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、追加議案

書の７５ページをお願いします。 

７５ページの真ん中の枠の２枠目になります。母

子保健事業費ですが、妊婦、子育て家庭への伴走型

相談支援と経済的支援の一体的実施、いわゆる出

産・子育て応援交付金の補正になります。主な内容

は、妊娠届をされた妊婦に対し５万円、それから、

出生届をされた産婦に対し、新生児１人当たり５万

円を交付するための交付金と、それに付随する事務

的経費になります。 

 なお、経過措置として、事業開始前に出産された

方及び事業開始直後に出産予定の方へは、妊娠届け

出時の分も含めて１０万円を一括で交付する予定

にしています。歳出は以上です。 

 次に、歳入ですが、６３ページをお願いします。

６３ページになります。上から２番目の枠の一番上、

出産・子育て応援交付金、これは国からの補助金で、

事業費の３分の２になります。 

 その下の枠の出産・子育て応援交付金は県からの

補助金になりまして、事業費の６分の１になります。 

 次に、戻っていただきまして５５ページをお願い

します。繰越明許費になります。一番上、母子保健

事業です。これが出産・子育て応援交付金に係る、

国の補正予算が令和５年９月末までの予算となっ

ていることから、９月末までの分ということで繰り

越すこととしています。 

 説明は以上です。 
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○分科会長（岡本 昭治） こども教育課、和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 資料８７ページを

ご覧ください。一番上の枠の２段目になります。感

染症対策事業費につきましては、小・中学校におけ

る消毒液、マスク、ゴム手袋等、新型コロナウイル

ス感染症対策用品の購入費として３００万円を計

上しております。歳出は以上です。 

 歳入につきまして、６３ページをご覧ください。

上から２つ目の枠の３段目の学校保健特別対策事

業費補助金１５０万円となります。国庫補助金２分

の１の補助金となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） ありがとうございます。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） すみません、まず、１つ目で

すけど、支出のほうで人件費はないんですけど、こ

れ、面談が２回から３回になるっていうことで、保

健師さんとか助産師さんの、その辺どうなのかなと

思うんですけど、その辺は人件費は、もう新たには

しないということでよろしいですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今回の補正について

は、人件費については補正はしていません。以上で

す。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） これ来年の、今、予算では９

月までの予算入ってますけど、例えば来年度に新た

に助産師さんとか保健師さんとかっていうのは増

員されるお考えとかはいかがでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今の考えとしては、

現在の人員でやる予定ではおります。 

 それともう一つ、国からの説明会の中で、まだそ

の人件費関係、幾らとか、その辺が示されてないこ

ともありまして、今現在では、今の人数で回してい

けるのかなというふうに考えております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） あと、その面談の実施機関っ

ていうか、実施者なんですけども、兵庫県のほうか

らか、国か分かんないですけど、何かそういった、

例えば、一般質問でもちょっと言わせていただいた

んですけど、そういった、身近で気軽に相談できる

地域子育て支援拠点の保育士さんであるとか、いわ

ゆる子育て支援員さんとか、先輩のママだとか、そ

ういった方にも面談をしてもらう、当然費用かかる

と思うんですけど、そういったことは豊岡市さんで

は、今年度の３月末まではちょっと急なので、考え

るのはあれだと思うんですけど、例えば来年度以降

ですね、その辺のそういうふうなお考えは今んとこ

あるのかどうか、分かれば教えてください。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 一定の研修を受けて

ということがありますので、その研修の内容等がま

だちょっと分からないこともあります。費用補助も

あるということもありますし、その研修の内容によ

っては、今現在はちょっと考えてませんが、ひょっ

としたらお願いすることも含めて検討する必要は

あるのかなと思ってます。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ぜひお願いしたいなというふ

うに思ってますんで、よろしくお願いします。 

 あと、経済的支援のところで、この３月末までの

現金給付という、この中には応援ギフトっていう形

で書いてあるんですけど、現金給付のことだと思う

んですけど、来年度以降ですね、これ、ぜひちょっ

とご検討とかお願いしたいなと思うんです。一般質

問の中でも言ったんですけど、やっぱり市が応援し

てるっていう、そういった、もらう方からしたら、

現金なのかクーポンなのか、紙クーポンなのか電子

クーポンなのかっていう、そこをもらえる、現金の

ほうがいいっていう方も多いとは思うんですけど、

豊岡市として、やっぱりそこの子育て応援をしてる

っていうか、国や県のそういった支援の一つで、ほ

かのところにそういった子育て、お金回さないよう

な仕組みであるとか、そういった豊岡市のサービス

を育てていくっていう観点では、ぜひ検討いただけ
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たらなと思うので、これは何か国も法整備を含めて、

これからずっとやっていくような考えもあると言

われてますので、ぜひそこのところをお願いしたい

と思いますけども、来年度のことなんであれですけ

ど、その辺、ちょっとお考えもしあれば、お願いし

ます。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ５万円ということが

ありますので、そのクーポンがじゃあ幾らとか、そ

れ以外は現金だとか、そういったのも考えないとい

けないですし、今としては、取りあえず現金という

ことでは考えておりまして、委員おっしゃったよう

に、今後、そういったニーズも含めながら、全くし

ないということではない、検討はしていかないとい

けないかなと思っています。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） 結構です。 

○分科会長（岡本 昭治） じゃあ、上田委員ですね、

どうぞ。 

○委員（上田 伴子） ちょっとページ忘れたんです

けれども、感染症対策の衛生用品とかの補助で、

小・中に３００万円ということがあったんですけど

も、幼稚園とか、幼保の施設には、これはないんで

しょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） 園関係のそういっ

た消毒とかの感染症対策につきましては、通常の当

初予算の部分で計上いたしております。その中で年

間分を一応想定いたしております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 小・中に関しては、当初の予

算には入っていなかったということですか。 

○分科会長（岡本 昭治） 木之瀬参事。 

○こども教育課参事（木之瀬晋弥） 来年度の当初予

算には組み込んでおりません。といいますのが、国

の補助金を使うんですが、この国の２次補正の補助

金というのがちょっと使いにくい形になっており

まして、こういう感染症対策の費用としては、直接

的には使えないような補助金になっておりますの

で、従前の補助金を利用して、今回、補正予算とい

うことで計上させていただいております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） では、幼保の施設については、

コロナの最盛期といいますか、今も続いてるんです

けども、そのときの感染症対策でいろいろされてた

同じような感じのメニューで、それを含んだ予算に

なってるんでしょうか。 

○分科会長（岡本 昭治） 吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） 恐らくお尋ねの部

分は私立園の部分なのかなと思っておりまして、私

立園に対しては、その感染症の対策ということで独

自の補助制度という形を設けておりまして、コロナ

が始まってから、その補助制度の部分で１園当たり

幾らというふうなことで、その感染症の用品を買っ

ていただくための補助はずっと続けておりますの

で、来年度もそれを要求するというようなことで考

えております。 

 公立の部分に関しては公立で、自身の部分で感染

症に対する消耗品というもの、予算を取っておりま

すので、そちらのほうで感染症に対する消毒とか消

耗品を買うというような形で考えております。以上

です。 

○分科会長（岡本 昭治） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） コロナの感染症が発生しまし

てから、本当に現場は、どこもそうですけれども、

消毒とかそういうことで大変なやっぱり費用が要

ると思うのでね、そこら辺、十分加味していただき

まして、そういうとこら辺の費用をしっかりとつけ

ていただけますように、よろしくお願いいたします。

要望です。 

○分科会長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい、以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○分科会長（岡本 昭治） はい、西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、竹中委員もお尋

ねになったんですけど、出産と子育ての分なんです

けど、妊娠届時に５万円、出生届時に５万円という

ことで、非常にとてもいいことだと思っております。 
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 これ、想定人数と、そして出生児の推移をちょっ

と何年か教えていただければ非常にありがたいな

と思っております。 

 事務費が２０万５，０００円で郵送料とかあるん

ですけど、委託料、このシステム関連、どういうシ

ステムか、ちょっと概略を教えていただければと思

います。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 推定は大体一応５０

０人ぐらいが出生されるということで見ておりま

す。それを期間によって、妊娠届出だけ、それと出

生届ということで計算をしております。 

 あと、このシステムの関係ですが、実はまだ、こ

の間この制度が出されたばっかりなので、システム

があるかどうかというのから含めてなんですが、一

応国のほうでは、多分５００万円ぐらいの予算を見

てもらえるのかなということで計上しているもの

で、こういったシステムがあるというのは、ちょっ

と今現在は、今後、いろいろリサーチしていきたい

というふうに考えております。以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） 推移をお尋ね申しておるんで

すけど。 

○分科会長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 推移は、すみません、

ちょっと調べさせていただきたいと思います。 

○分科会長（岡本 昭治） なら、後からということ

で。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。

よって、第１４２号議案は、原案どおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上で午前中の審議を終わらせていただきたい

と思います。 

 暫時休憩いたします。 

   午前１１時５４分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午後 ０時５７分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 少し時間が早いですけども、

ただいまより委員会を再開いたします。 

 それでは、次に、１３２号議案、令和４年度豊岡

市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、３３３ページ

をご覧ください。よろしかったでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

 はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 第１３２号議案、令和４

年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第３号）につきましてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額からそれ

ぞれ５２６万４，０００円を減額し、総額を９０億

４，１６３万８，０００円とするものです。また、

第２条で、債務負担行為を設定しております。 

 主な内容につきましては、事項別明細でご説明い

たしますので、３４４ページ、３４５ページをご覧

ください。まず、歳出ですが、上段の総務費の一般

管理費は、職員給与費等人件費の調整で、中段の運

営協議会費につきましては、国民健康保険運営協議

会の開催時期の見直しに伴い、今年度に開催が増え

ることとなります１回分の委員報酬の増額でござ

います。 

 下段の保険給付費は、新型コロナウイルス感染症

に感染または感染疑いにより、療養のために労務に

服することができないときに支給している傷病手

当金の申請件数が増加していることに伴い、増額補

正をするものでございます。 

 続いて、３４６ページ、３４７ページをご覧くだ
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さい。上段の保健事業費は、人件費の調整と特定健

康診査等負担金の確定によります財源更正です。 

 中段の基金積立金は、歳入歳出額による減額調整

です。 

 下段の諸支出金は、国保資格の適正化事業に伴い、

国保税の過年度過誤納に対する還付金が不足する

ため、増額補正をするものでございます。 

 歳入につきましては、戻っていただきまして、３

４２ページ、３４３ページをご覧ください。上段の

県支出金は、傷病手当金の増額及び本年度の特定健

康診査等負担金の確定による減額でございます。 

 下段の繰入金は、総務費に対する職員給与費等繰

入金及び本年度の財政安定化支援事業繰入金の確

定によります減額を行うものです。 

 次に、債務負担行為の設定です。３３６ページを

ご覧ください。特定健康診査業務で毎年度実施して

おりますすこやか市民健診につきまして、令和５年

度から事業実施に当たり、本年度中に契約を締結す

る必要があることから債務負担行為を設定するも

ので、期間を令和５年度、限度額を３，６８２万９，

０００円と定めるものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） はい、西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、３４５ページの

保険給付で傷病手当金の人数増ということですけ

ど、どれぐらいな人数になるかということ、想定で

すけど、実績か知りませんけど、教えていただきた

いと思います。 

○委員長（岡本 昭治） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 支給実績のほうですが、

１０月末までで３１件で、９９万８，４９６円とな

っております。予算のほうが１００万円ということ

でしたので、１１月末で４件、１０万９，８６７円

を、支払いがちょっと困難になりましたので、流用

して執行しているところでございます。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（西田  真） いいです、いいです、以上で

す。 

○委員長（岡本 昭治） その他、何かありませんで

しょうか。 

 ほんなら、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３２号議案、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第１３３号議案、令和４年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、３５１ペ

ージをお願いします。第１３３号議案、令和４年度

豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正

予算（第２号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１２万９，０００円を追加し、総額をそ

れぞれ１億１，０００万７，０００円をするもので

す。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、３６２、３６３ページをお願いします。

まず、歳出についてです。１款の総務費ですが、こ

のたびの電気料金の上昇によりまして、一般管理費

を増額補正するものです。 

 戻っていただいて３６０、３６１ページをご覧く

ださい。歳入についてです。５款の繰入金ですが、

先ほど歳出で説明しました一般管理費の補正に伴

う一般会計繰入金の増額補正をするものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３３号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第１３４号議案、令和４年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、３６５ページ

をご覧ください。第１３４号議案、令和４年度豊岡

市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２４万円を減額し、予算の総額を１３億

４，７３４万６，０００円とするものです。 

 主な内容につきまして、事項別明細書で説明いた

しますので、３７６ページ、３７７ページをご覧く

ださい。まず、歳出です。上段の総務費の一般管理

費ですが、１行目の人件費の減額は、職員配置の変

更による調整です。その８行下の一般管理費の減額

は、後期高齢者医療システムの改修業務の委託完了

によりまして、不用額を減額するものです。 

 次の枠、諸支出金の償還金につきましては、１行

目の返還金は、前年度の高齢者の保健事業と介護予

防の一体化実施事業に係る委託料の精算返納金で、

後期高齢者医療広域連合に返還するものです。 

 歳入につきましては、戻っていただきまして３７

４ページ、３７５ページをご覧ください。一般会計

繰入金についてですが、１行目の事務費繰入金及び

２行目の職員給与費等繰入金は、歳出における総務

管理費の減額に対応して減額を行うものです。また、

その下の行のその他一般会計繰入金は、前年度の高

齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業に係

る委託料の精算返納金に伴い増額繰入れをするも

のでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３４号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１３５号議案、令和４年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、３８１ペ

ージをご覧ください。第１３５号議案、令和４年度

豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）に

ついてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ５５万３，０００円を追加し、総額をそ

れぞれ１０４億１，１０２万７，０００円とするも

のです。また、第２条で、債務負担行為を設定して

います。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、３９２、３９３ページをご覧ください。

まず、歳出ですが、一般管理費５５万３，０００円

の増額は、来年度に策定します豊岡市老人福祉計

画・第９期介護保険事業計画に関し、市民アンケー

トを実施するための費用であります。 

 次に、歳入ですが、戻っていただきまして３９０、
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３９１ページをご覧ください。その他一般会計繰入

金５５万３，０００円の増額は、先ほど歳出で説明

しました一般管理費の増額補正に対するものであ

ります。 

 続きまして、３８４ページをご覧ください。老人

福祉計画・第９期介護保険事業計画策定支援等業務

の債務負担行為です。来年度策定します事業計画に

対し、支援業務を行う業者を今年度中に選定するも

ので、期間を令和５年度、限度額を４２６万８，０

００円とするものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） すみません、１点だけ。さっ

きのアンケートは、いつぐらいにはその内容とかを

考えられて、いつぐらいな完成な予定でしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） アンケートにつきま

しては、まず、先ほど債務負担行為で業者を設定す

ると言いましたが、１月下旬に入札で業者を選定し

ます。その業者と共にアンケートのほうを策定しま

す。ただ、まだ国のほうから内容等が来ておりませ

んので、それを確認しましてアンケート調査を実施

しますが、その内容を２月、３月の上旬までで検討

しまして、３月の下旬に発送するように考えており

ます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） この来年つくられる第８期で

したっけ、ごめんなさい、９期は、来年から何年で

したっけ、すみません、確認で。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 第８期は来年度まで

ありますので、第９期は再来年度からスタートしま

すので。 

○委員（竹中  理） ２５年度から。 

○高年介護課長（定元 秀之） 今、２２ですので、

２４年度ですね。 

○委員（竹中  理） ２４年度か。 

○高年介護課長（定元 秀之） はい、２４年度から

３年間です。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいでしょうか。 

 竹中委員、どうぞ。 

○委員（竹中  理） すみません、これは質問じゃ

ないんですけど、いよいよ２０２５年度で後期高齢

者、団塊の世代の方々が７５歳になるっていう、そ

の中で行政としてしっかりと介護と医療のところ

の部分の大事なとこだと思いますんで、しっかりそ

ういうのも踏まえて、地域包括ケアシステムの進む

ような形で、ぜひお願いしたいと思います。これは

意見です。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいでしょうか。いい

ですね。 

○委員（竹中  理） いいです。 

○委員長（岡本 昭治） では、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３５号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１３６号議案、令和４年度豊岡市診療所

事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、３９５ペ

ージをお願いします。３９５ページです。第１３６

号議案、令和４年度豊岡市診療所事業特別会計補正

予算（第３号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２６１万６，０００円を追加し、総額を

それぞれ３億１０７万３，０００円とするものです。 

 内容について、事項別明細書で説明いたしますの
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で、４０８、４０９ページをご覧ください。まず、

歳出についてです。２款の森本診療所費から４款の

高橋診療所費の主な補正は、電気料金の上昇により

施設管理費を増額補正するものです。 

 次に、４１０、４１１ページをお願いします。５

款の但東歯科診療所費の補正につきましては、施設

管理費において電気料金の上昇による光熱水費と、

診療報酬の増加に伴う業務委託料の増額補正を行

うものです。また、医業費については、高騰してい

る医薬材料、主な高騰しているものというのが、歯

に詰めるパラジウムというものがあるんですが、こ

れが高騰しているようでして、その分の増額補正を

行うものです。 

 戻っていただいて４０４、４０５ページをお願い

します。歳入についてですが、２款の森本診療所収

入から４款の高橋診療所収入は、先ほど歳出で説明

しました施設管理費の補正に伴う一般会計繰入金

の増額補正を行うものです。５款の但東歯科診療所

収入は、外来収入の見込みによりまして増額補正を

行うものです。 

 次に、４０６、４０７ページをお願いします。５

款の但東歯科診療所収入は、外来収入の増額に伴い

まして、一般会計からの繰入金の減額補正を行うも

のです。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○委員長（岡本 昭治） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、但東歯科診療所

なんですけど、どれぐらいの人数が来られとるんか、

ちょっとお知らせいただきたいと思います。 

 ほんで、開設してる曜日やなんかに変更がないか、

それも改めて確認をさせてください。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 開設している日数は、

木曜日１日ということで、そこは変更ありません。 

 患者さんなんですが、大体２０人は下らないとい

うことで、コンスタントに二十数名は来られてると

いうような状況です。以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、以上です。ありがと

うございます。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

 ほかにありませんか。 

 では、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３６号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４３号議案、令和４年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、追加提案の議

案書１０７ページをご覧ください。よろしいでしょ

うか。 

○委員長（岡本 昭治） どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 第１４３号議案、令和４

年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第４号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ７６万５，

０００円を追加し、予算の総額を９０億４，２４０

万３，０００円とするものです。 

 今回の補正予算につきましては、人事院勧告に準

じて、職員の給料月額及び勤勉手当の改定に伴う補

正で、歳入は国民健康保険税及び一般会計からの繰

入金で措置するものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 
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 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４３号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４４号議案、令和４年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）

を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、追加提出

した議案書の１２３ページをお願いします。第１４

４号議案、令和４年度豊岡市国民健康保険事業特別

会計（直診勘定）補正予算（第３号）について説明

いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ３万２，

０００円を追加し、予算の総額を１億１，００３万

９，０００円とするものです。 

 今回の補正予算につきましては、人事院勧告に準

じて、職員の給料月額及び勤勉手当の改定に伴う補

正で、歳入は一般会計からの繰入金で措置するもの

です。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４４号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４５号議案、令和４年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、追加提出分の

議案書１３９ページをご覧ください。第１４５号議

案、令和４年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第３号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ４万５，

０００円を追加し、予算の総額を１３億４，７３９

万１，０００円とするものです。 

 今回の補正予算につきましては、人事院勧告に準

じて、職員の給料月額及び勤勉手当の改定に伴う補

正で、歳入は一般会計からの繰入金で措置するもの

でございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４５号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第１４６号議案、令和４年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第５号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、追加議案

書１５５ページをご覧ください。第１４６号議案、

令和４年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算
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（第５号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ９３万９，

０００円を追加し、予算の総額を１０４億１，１９

６万６，０００円とするものです。 

 今回の補正予算につきましては、人事院勧告に準

じて、職員の給料月額及び勤勉手当の改定に伴う補

正で、歳入は一般会計からの繰入金で措置するもの

です。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４６号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４７号議案、令和４年度豊岡市診療所

事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、追加提出

した議案書の１７１ページをご覧ください。本案は、

第１条で、歳入歳出にそれぞれ２３万４，０００円

を追加し、予算の総額を３億１３０万７，０００円

とするものです。 

 今回の補正予算につきましては、人事院勧告に準

じて、職員の給料月額及び勤勉手当の改定に伴う補

正で、歳入は一般会計からの繰入金で措置するもの

です。 

 説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４７号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 それでは、ここで市民生活部市民課の職員の皆さ

んについては、退席していただいて結構です。お疲

れさまでした。 

 暫時休憩いたします。 

午後１時２６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２６分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 それでは、議事順序を変更しまして、４の報告事

項に入らせていただきます。 

 まず、健康福祉部健康増進課から報告事項があり

ますので、お聞き取りください。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、お手元の

資料、とよおか健康ぷらん２１（第２次）の中間評

価等についてということでお配りしてますので、ご

覧ください。 

○委員長（岡本 昭治） どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 内容については、ま

た後ほどご清覧いただけたらと思うんですが、今年

度、とよおか健康ぷらん２１（第２次）というので、

その中には豊岡市の健康行動計画の２次、それから

豊岡市食育推進計画、それからいのち支える豊岡市

自殺対策計画というのが入ってます。それぞれ健康

行動計画は中間評価、それと食育と自殺対策は最終

年度になりますので、次の年度の計画を立てること

としております。 

 それで、中間評価委員会を今年度３回実施しまし
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た。素案についてそれぞれ委員さんに見ていただき

まして、パブリックコメントをする案を今作成して

おります。それで作成した後、来年１月の１１日か

ら２４日までパブリックコメントを実施する予定

にしております。委員の皆様には、また実施するま

でに素案のほうを資料としてお配りさせてもらい

たいなと思いまして、今回、報告させていただくと

いうことです。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 報告は終わりました。 

 報告に対しまして、委員の皆さんで特に質問等が

あればお伺いします。よろしいですかね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） それでは、ありませんので、

健康増進課の皆さんにつきましては、ここで退席し

ていただいて結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、地域コミュニティ振興部生涯学習課か

ら報告事項がありますので、お聞き取りください。 

○地域コミュニティ振興部長（幸木 孝雄） 失礼し

ます。お時間いただきありがとうございます。 

 東大谷の野外活動施設、通称たけのこ村ですけれ

ども、さきの一般質問で米田副委員長からもご質問

を受けまして、その経緯の詳細につきまして、ちょ

っと当委員会の皆様にもお耳に入れておいたほう

がいいかなと思いまして、ちょっとこの場を設けさ

せてもらいました。では、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（岡本 昭治） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（旭  和則） それでは、資料のほ

うを事前にお手元のほうにお配りさせていただい

ておると思いますので、それに基づいてご説明させ

ていただきます。 

 まず、東大谷の野外活動施設、通称たけのこ村の

取扱いについてでございます。 

 この施設は、１９８９年、平成元年事業開始から

３３年余り経過しております。地元３地区で構成さ

れる金原・東大谷・下塚地域振興協議会で指定管理

により運営されてまいりました。 

 まず、施設の概要でございますが、この施設、一

番の肝になるところが、事業用地が全体の９２％を

１３名の地権者の方々から土地を借りているとい

うことがございます。 

 設置目的は、親子の触れ合いと仲間づくりを求め

る憩いの場として、一般利用のみならず、子供会の

遠足、自然学校等で青少年の利用に供してまいりま

した。 

 利用者の推移でございますが、開設当初は８，５

００人余り利用がございましたが、年々減少し、こ

こ２年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響も

ありまして、１，０００人台まで減少をしておりま

す。 

 施設修繕につきましても、直近１０年で２，３０

０万円余り費用がかかっております。 

 このような中、２０１６年１１月に策定されまし

た公共施設再編計画で、当面維持するが、利用の減

少が続く場合は施設統合を含めた廃止を検討とし

ております。 

 こうした計画に基づきまして、２０２０年６月か

ら指定管理者の地元協議会と無償譲渡または廃止

を前提とした協議を開始いたしました。以降、協議

を重ねまして、最終的には今年９月に、来年３月末

をもって運営を終了するというご決断をいただい

たところでございます。 

 地権者の方と締結しております土地賃貸借契約

におきましては、当該施設のための使用に限定され

ており、目的を終えた場合は返還することとなって

おりますので、まず、地権者の方への説明が必要で

あると判断いたしまして、順次説明を行い、１２月

６日に説明を終えました。地権者の方々には、おお

むねこの経過につきましては理解をいただいたと

ころでございます。 

 本来、指定管理に関する議案は、本議会に提出さ

せていただくべきところでございますが、存続につ

いて模索をしていたことや、先ほどの地権者の方へ

の説明が必要であったこと、以上のことから間に合

わなかったということで、大変申し訳ございません。

今後は、来年３月の施設の設置管理条例の廃止に向

けて事務を進めてまいりたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 
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○委員長（岡本 昭治） 報告終わりました。 

 委員の皆さんで、特に質問等があればお伺いしま

す。ありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） すみません、地権者への説明

をされた中で、いろいろ意見が出たかと思うんです

けども、おおむね了承なんだけども、何かこれって

いうような意見がちょっとありましたらお願いし

ます。 

○委員長（岡本 昭治） 生涯学習課、旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） 意見と申しますか、

今から返されても困るという方がお一人ございま

した。場所的にも、既にもう自分のほうは都会のほ

うに出ていたりとかっていうことがあって、今から

返してもらってもという方がお一人あって、ほかは

特にご意見等はいただいておりません。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいでしょうか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○委員長（岡本 昭治） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） それでは、質問を打ち切り

ます。 

 次に、健康福祉部高年介護課から報告事項があり

ますので、お聞き取りください。 

 よろしく。はい、どうぞ。 

○高年介護課長（定元 秀之） お時間いただきまし

てありがとうございます。 

 但東健康増進センターの指定管理についてご報

告をさせていただきます。 

 資料のほうは事前に提出させていただいてます

のでご覧ください。 

 まず、１番の結論から説明をさせていただきます。

今年度で指定期間が満了となります但東健康増進

センターでありますが、２０２３年度から５年間の

指定管理を公募しましたが、応募がありませんでし

た。しかし、利用者も多く、２０２１年３月策定の

豊岡市公共施設個別施設計画においては、今後の方

向性として長寿命化となっているために休止はで

きません。応募期間を過ぎましても、指定管理を受

諾していただける団体等を模索しましたが、今のと

ころなく、結果２０２３年度以降は高年介護課直営

で運営を継続したいと考えております。ただし、受

付業務に関しては、コミュニティあいはしに委託す

ることと考えております。 

 なお、今後も引き続き指定管理を受けていただけ

る団体とは、交渉を今後も進めていきたいと思って

おります。 

 続きまして、２の経緯を説明させていただきます。

最初に、現指定管理者、ホテルシルク温泉やまびこ

との協議であります。応募しなかった理由でありま

すが、まず、（ア）の業務への支障です。以前に比

べクレーム等で指定管理に関する従業員の業務が

増加し、やまびこ本来の業務に支障を来したという

ことであります。続いて、（イ）の修繕依頼の箇所

が改修されていないことであります。１つ目の軒天

井でありますが、以前から修繕依頼をしていても改

修ができていないということで、天井板が落下して、

利用者がけがでもしたら管理責任が問われかねな

いということと、２つ目としまして、グラウンドの

修繕で、グラウンドの使用の多くは高齢者が行うグ

ラウンドゴルフでありますが、グラウンド内は凸凹

が多く、利用者からのクレームが多いとのことであ

りました。グラウンドにつきましては、今年度、真

砂土を運び、担当課で整地することで対応をすると

いうことでおりまして、実際、それは実施をしまし

た。ただ、利用者からは、根本的な修繕を求められ

ているというものであります。 

 （２）の他の団体との協議であります。休止がで

きないため、やまびこ以外の団体が指定管理を受諾

していただけるか、但東町内の団体であります但東

町グラウンドゴルフ協会、シルバー人材センター但

東事業所に相談をいたしましたが、記載のとおりの

内容で断りがありました。ウのコミュニティあいは

しについては、受付業務に対する手数料を支払うこ

とを条件に、受諾可能との返答はいただいておりま

す。 

 ２ページ目をご覧ください。コミュニティあいは
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しですが、米印にありますように、まず、事務所は

但東振興局の３階にあります。休館日は毎週火曜日

と１２月２９日から翌年の１月３日まで、開館時間

は午前９時から午後５時までとなっております。 

 次に、３のコミュニティあいはしへの委託事務で

す。今後、最終的な調整を行う予定であります。最

初に、（１）の受付事務は、アの予約の対応からエ

の鍵の受渡しまでとなっております。（２）の現地

確認は、定期的に建物の破損やグラウンドの凸凹等

の確認をしていただきます。（３）のその他として、

アの使用時間、イの受付期間は、今までどおり変更

はありません。使用時間は、記載のとおり午前、午

後、夜間の１日３回使用ができ、受付期間も施設を

使用する６か月前からの予約となっております。た

だ、ウの受付時間でありますが、やまびこの場合、

特別のことがない限り、毎日、夜も使用申込みがで

きますが、コミュニティあいはしに委託した場合は

休館日が火曜日ですので、火曜日以外の開庁時間、

午前９時から午後５時までとなります。 

 続いて、４の３月議会条例改正等であります。指

定管理から直営の運営に変更となる場合、３月議会

において下記の議案を上程予定となります。 

 まず、（１）ですが、豊岡市立健康増進施設の設

置及び管理に関する条例変更です。条例変更の中身

は、現在、総務課と協議中であります。 

 （２）です。６月議会で可決及び１２月議会で変

更上程をしております但東健康増進センターの指

定管理料の債務負担行為を廃止することになりま

す。 

 そして（３）、債務負担行為を廃止することに伴

い、令和５年度当初予算で但東健康増進センターの

管理費を計上いたします。管理費については、コミ

ュニティあいはしに委託した場合の業務委託料を

含め、電気代、水道代を計上しております。 

 先ほどにも、１番の結論の一番最後にも書いてお

りますが、今はちょっとなかなか指定管理は難しい

とこでありますが、まだまだちょっと時間がありま

す。今後も引き続き指定管理を受けていただける団

体とは交渉は進めていきたいと考えております。 

 簡単ですが、説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんで特に質問等がありましたらお伺

いします。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 直営するにしても、ちょっと

この経緯の中の（１）の（イ）①②のことなんです

が、これ、危険なままで直営に移すっていうことだ

けの話なんですか、ちょっとそこら辺聞いておきた

いですけど。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 先ほど、軒天井の場

合は、天井のほうがちょっと壊れてますので、そこ

はバリケードを張って入らないようにはしており

ます。今もしております。今後はそれを考えており

ます。 

 先ほど言いましたグラウンドの整備につきまし

ては、この前、素人でありますが、グラウンド、真

砂土を入れまして整地をしてきました。ですので、

以前に比べればきれいになってるかと思っており

ます。 

 ただ、こちらのほうにつきまして、今、担当課の

ほうで考えておるのは、当然これを修繕しなければ

なりませんので、来年度の予算としまして、過疎債

を使いまして全般的に見直しを考えております。そ

うしまして、まず来年度、長寿命化調査ということ

で基本設計並びに実施設計を考えておりまして、再

来年度につきまして実施工事を考えるということ

であります。説明は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 石田委員。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

 それでも、グラウンドの修繕につきましては、先

ほども何か言われましたけども、抜本的な修繕じゃ

ないという、取りあえず仮にと、まだここら辺は危

険性が少ないとは思うんですけども、屋根のことに

つきましては、立ち入らないようにはしてるという

ことですけども、危険性があるものは、来年を置い

て次の年にやってというようなことではないんじ

ゃないかなと、もう少し急ぐ必要があるんじゃない
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かなと思いますが、この運営の形態とは別に、もう

根本的なところで、この施設どうなのという感覚を

受けますので、よろしくお願いします。 

○委員長（岡本 昭治） それは要望でよろしいです

か。 

○委員（石田  清） はい、要望でよろしいです。 

○委員長（岡本 昭治） はい。 

 はい、どうぞ、田原委員。 

○委員（田原 宏二） ちょっと関連しますけども、

経緯の（１）の（イ）の①②ですが、このことによ

ってクレームが発生しとるんじゃないかと思うん

ですが、この件はいかがでしょうか。 

 （ア）で、以前に比べてクレームが多いという感

じがありますけども、この天井と、こういうグラウ

ンド、この使いにくいということでクレームが発生

してるのかなと思いますが、それ、違いますか。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） このアとイのことに

よりましてクレームのほうが多く、やまびこのほう

の、今まで、本当でしたら受付で渡すだけだったの

が、それ以降にクレーム等がありまして、本来の時

間を大幅にオーバーしているということがありま

すので、そういうことがありました。 

 したがいまして、今年度、今、このように断りの

ことがありましたので、今、それにつきまして、先

ほどもちょっと説明しましたように、抜本的な改修

をしなければならないということで、今、予算等を

考えておりまして、来年度、先ほど言いましたよう

に、長寿命化の調査、また設計を行いまして、再来

年度になりますが、実施設計をして工事を着手した

いと考えております。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 田原委員。 

○委員（田原 宏二） やまびこが応募しなかった理

由として（ア）と（イ）があるわけですけども、こ

の（ア）と（イ）が解決できるならば、このやまび

こが再度応募されるのかなと思いますが、その点、

いかがでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） これにつきましては、

まずは、直したから今しますということは直接の話

は聞いておりません。ただ、先ほど言いましたよう

に、今後、改修をしていく中で、こちらのほう、担

当課としましても、改修がしっかりできました後は、

今度また同じように指定管理の募集を行います。そ

のときに、やまびこのほうからまた応募されるかど

うか、あるかも分かりません。それはちょっとまだ

分かりません。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） どうぞ、田原委員。 

○委員（田原 宏二） ここのこれを読みますと、こ

れが大きな原因かと思いますので、これは本当に、

先ほどありましたように、早急に解決していただき

たいなと思います。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 以上でよろしいでしょうか。 

 それでは、この程度でとどめたいと思います。 

 生涯学習課、高年介護課の皆さんにつきましては、

ここでご退席いただいて結構です。お疲れさまでし

た。 

 暫時ちょっと休憩いたします。 

午後１時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時４７分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 それでは、（２）の請願・陳情の審査に入ります。 

 協議事項に基づきまして、請願・陳情の審査に入

ります。 

 請願第３号、消費者被害を防止、救済するため、

特定商取引法の抜本的な法改正を求める意見書を

政府等に提出することを求める件を議題といたし

ます。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日の

フォルダー内、請願第３号のフォルダーをお開きく

ださい。 

 それでは、事務局より、請願・陳情文書表の朗読

をお願いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 朗読します。 

 請願第３号、消費者被害を防止、救済するため、

特定商取引法の抜本的な法改正を求める意見書を
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政府等に提出することを求める件。受理年月日、令

和４年１１月２４日。 

 趣旨。特定商取引に関する法律、以下「特商法」

は、訪問販売、通信販売、連鎖販売取引、いわゆる

マルチ取引など消費者トラブルを生じやすい特定

の取引類型を対象に、事業者による不公正な勧誘行

為等の取締り等を行う法律。これまで同法は、悪質

化する被害に対応するため幾度も改正され、前回の

２０１６年改正の際、いわゆる５年後見直しが定め

られ、本年１２月に施行から５年の経過を迎える。 

 全国の消費生活センター等に寄せられた消費者

生活相談は、ここ１５年ほど高止まりが続いており、

そのうち特商法の対象分野の相談は全体の５４．

７％に上る。訪問販売、電話勧誘販売では、消費者

が契約を締結しない意思表明をした場合に、事業者

が勧誘を行うことを禁止しているが、実効性のある

仕組みが整っておらず、判断力が衰える特に認知症

の高齢者が被害に遭っている。マルチ取引は、マル

チ取引であることを隠して先に契約させ組織に誘

い込む「後出しマルチ」という悪質な手口もあり、

大学生などの若者が多額の借金を抱えさせられる

という問題性が非常に高く、成年年齢引下げに伴う

被害の増加が心配される。 

 以上により、幅広い世代の消費者被害を防止、救

済するためには、この５年後見直しを機に、下記の

ような改正がなされるよう地方自治法第９９条の

規定に基づき、国の関係機関への意見書提出を請願

する。 

 記。１、訪問販売や電話勧誘販売について、消費

者があらかじめ拒絶の意思を表した場合には勧誘

してはならない制度とすること及び事業者の登録

制を導入すること。 

 ２、ＳＮＳ等のインターネットを通じた通信販売

の勧誘等につき、行政規制、クーリングオフ等を認

めること、及び権利を侵害された者はＳＮＳ事業者

等に対し、相手方事業者等を特定する情報の開示を

請求できる制度を導入すること。 

 ３、連鎖販売取引について、国による登録、確認

等の開業規制を導入すること及び規制を強化する

こと。 

 ４、以上の項目について、政府等関係機関に対し

意見書を提出すること。 

 提出者、神戸市中央区橘通１丁目４番３号、兵庫

県弁護士会会長、中上幹雄。紹介議員、太田智博、

西田真、義本みどり。付託委員会、文教民生委員会。

以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 この場に紹介議員の西田議員がおられますので、

何か補足するところがありましたらお願いいたし

ます。 

○委員（西田  真） 特に補足することはありませ

ん。今の要旨のとおりでございますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 この件につきまして、当局からの意見、説明等は、

何か追加することがありましたらお願いいたしま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 特によろしいですか。 

 それでは、質疑、意見等はありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 打ち切ります。 

 それでは、この後、討論に入りたいと思います。 

 当局職員の皆さんには、ご協力いただきありがと

うございました。 

 討論に入ります前に、ここで退席いただいて結構

です。お疲れさまでした。ありがとうございました。 

では、討論につきましては、各委員が発言された

内容は、後ほど議報、委員長報告を作成する際に引

用することになりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本件は、採択すべきことを決定し

てご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ
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って、請願第３号は、採択すべきことに決定しまし

た。 

 本請願に関わる意見書の案文につきましては、Ｓ

ｉｄｅＢｏｏｋｓに配信しております。 

 意見書案につきまして、何かご意見ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） それでご意見もないようで

すので、原案どおり意見書を提出することに決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ご異議なしと認めます。よ

って、そのように決定しました。 

 ちょっと暫時休憩いたします。 

午後１時５５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時５６分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 委員会を再開いたします。 

 意見・要望のまとめです。（３）番の意見・要望

のまとめに入ります。 

 まず、本日、委員会において審査しました議案に

ついて、当委員会の意見・要望として、委員長報告

に付すべき内容についてご協議いただきたいと思

います。 

 暫時ちょっと休憩いたします。 

午後１時５７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時５８分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 何か意見・要望とか、お考

えの方とか、持っておられる方、いらっしゃいます

でしょうか。（「今、委員会のほうですか」と呼ぶ

者あり）はい、委員会です。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 特にないということですの

で、付すことはないということで決定いたしました。 

午後１時５８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時５８分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） 次に、分科会意見・要望

についてお諮りいたします。分科会意見・要望とし

て、予算委員会に報告すべき内容について、ご協議

いただきたいと思います。 

 本日、分科会で審議いたしました第１３１号議案、

令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第８号）、そ

れと、第１４２号議案、令和４年度豊岡市一般会計

補正予算（第９号）について、分科会意見・要望に

ついて、ご発言があればお願いいたします。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） すみません、さっき１４２号

議案のほうなんですけど、さっきちょっと発言させ

ていただいたんですけども、今年度は現金給付でも

当局側が非常に混乱するので、これは政府のほうも

現金給付は排除しないということで言われてるの

で、それは全然いいんですけども、この出産・子育

て応援交付金は、これは来年度も再来年度も、一応

政府としては予定するっていうことに何かなって

いるようなので、先ほども言いましたけども、今年

度は現金給付でもいいと思うんですけど、来年度以

降、きっちりと制度化になったら、例えば今のプレ

ミアム商品券プラスみたいな感じの、ああいった形

で、例えばクーポン券であるとか、電子クーポンで

もいいかなとは思うんですけども、そういうことを

サービスをしっかりと育てていくというか、そうい

った形で、ぜひお願い、お願いというか、そうする

ほうが今後、豊岡市としても、子育てに対してしっ

かりと応援してるんだと。現金給付は多分、保護者

の方、保護者というか、子供さんたちも、現金給付

のほうがいいっていう方、私も聞くんです、ようけ。

聞くんですけど、やっぱり現金給付となると、何か

国の制度を、ぽんて市がそのまま渡してるみたいな

感じになるので、できたらやっぱり子育ての方が、

しっかりその専用にそれだけに使えるような何か

制度を、今後、できたら来年度以降、していただけ

たらなっていうのは私の思いですけど、これは委員

会の皆さんのご意見聞かないと分かんないですけ

ど。 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、ちょっと暫時

休憩いたします。 

午後２時００分 分科会休憩 
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──────────────────── 

午後２時０５分 分科会再開 

○分科会長（岡本 昭治） それでは、再開いたしま

す。休憩前に竹中委員からお話ありました件につい

て、基本的には現金給付ではなくて、現物給付のほ

うでお配りをして、皆さんに要は接点ですね、応援

できるところで、いろんなまた、そこの中の支援と

いうことで丁寧な対応ができるんじゃないかとい

うことで、それを要望するという文章にしたいと思

います。 

 文章の内容につきましては、正副分科会長にお任

せいただきたいと思いますが、ご異議ございません

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（岡本 昭治） 異議なしと認め、そのよ

うに決定いたします。 

 ここで分科会を閉会いたします。 

午後２時０７分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時０７分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） 委員会を再開します。 

 協議事項（４）番、閉会中の継続審査の申出につ

いてを議題といたします。 

 ＳｉｄｅＢｏｏｋｓの本日のフォルダー内、委員

会資料４ページをご覧ください。１１月１７日の委

員会において協議いただきました重点調査事項に

ついてご確認をお願いいたします。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続調査（審査）事項として申し出たいと思いますが、

これにご異議ありませんか。ちょっと確認をしてく

ださい。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 異議ないというお声ですの

で、ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

 次に、その他のところに移ります。 

 ちょっと少し早いんですけど、まずは、来年度の

委員会の管外視察についてご協議いただきたいと

いうふうに思います。 

 時期的には、今年は異例でしたんですけども、通

常の年ですと５月の上旬か中旬にかけてというこ

とで管外視察を計画していただいております。次年

度につきましても、そのようにしたいと思います。

次年度のカレンダーですと、５月の８日から１５日

ぐらいということで、この範囲内で研修の時期の決

定をしたいと思いますけども、先の予定もなかなか

分からないかも分かりませんけども、その線で進め

させていただいてということでよろしいでしょう

か。 

 はい。 

○委員（西田  真） 今、５月８日から１５日ぐら

いとは言われたんですけど、８日から１５日ってい

ったら月曜日から月曜日なんですけど、８日から１

９日の間とか、そういうのではないんですか。 

○委員長（岡本 昭治） ５月の８日と１５日の週で

すね。 

○委員（西田  真） ああ、それだったら分かりま

す。８日の週と１５日の。 

○委員長（岡本 昭治） はい、８日からの週と１５

日の週の、この２週の中でということでご理解くだ

さい。 

○委員（西田  真） それだったら了解です。 

○委員長（岡本 昭治） はい。また、行き先等につ

いて、すぐ決めないとということはないんですけど

も、委員の皆さんの中で、特にここが行きたいとい

うようなところがありましたら、できるだけ早めに

言っていただければ調整はさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、事務局のほうとしては、それでよろし

いでしょうか。そんな大したこと決めてないんです

けども、管外視察の。じゃあ、休憩いたします。 

午後２時１０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時２０分 委員会再開 

○委員長（岡本 昭治） それでは、以上で特にない

ようですので、文教民生委員会を閉会いたします。

お疲れさまでした。 

午後２時２０分 委員会閉会 

──────────────────── 


